
 

           

「
デ
カ
ゾ
ク
～
我
ら
捜
査
一
家
～
」 

  

第
一
話 

                     

壽
倉 

雅 



登
場
人
物 

 

須
堀
元
気
（
16
） 

主
人
公
、
中
央
高
校
一
年
生 

須
堀
冬
美
（
41
） 

四
兄
妹
の
四
番
目
、
元
気
の
母
、
中
央
署
交
通
課 

須
堀
康
孝
（
43
） 

元
気
の
父
、
中
央
署
生
活
安
全
課 

 

須
堀
春
雄
（
享
年
40
） 
四
兄
妹
の
一
番
目
、
十
二
年
前
に
殉
職
し
た
刑
事 

須
堀
虹
子
（
50
） 

春
雄
の
妻
、
県
警
本
部
長 

須
堀
あ
か
ね
（
23
） 

春
雄
と
虹
子
の
娘
、
中
央
署
地
域
課 

 

須
堀
夏
代
（
46
） 

四
兄
妹
の
二
番
目
、
中
央
署
刑
事
課
班
長 

浜
川
健
作
（
48
） 

夏
代
の
元
夫
、
中
央
署
総
務
課 

須
堀
玲
奈
（
16
） 

玲
奈
の
娘
、
中
央
高
校
一
年
生 

 

須
堀
秋
彦
（
44
） 

四
兄
妹
の
三
番
目
、
中
央
署
組
織
対
策
課 

須
堀
佐
和
（
42
） 

秋
彦
の
妻
、
中
央
署
鑑
識
課 

 

高
下
透
（
29
） 

秋
彦
の
後
輩
刑
事 

真
山
優
子
（
16
） 

元
気
と
玲
奈
の
同
級
生 

夏
代
の
後
輩 

康
孝
の
同
僚
Ａ 

康
孝
の
同
僚
Ｂ 

佐
和
の
同
僚 

 

一
ノ
瀬
よ
ね
（
79
） 

相
談
に
来
る
老
女 

水
沼
龍
一
（
26
） 

詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー 

水
沼
一
郎
（
63
） 

龍
一
の
父
、
元
法
務
大
臣 

黒
田
（
37
） 

手
配
中
の
犯
人 

龍
一
の
部
下
Ａ 

龍
一
の
部
下
Ｂ 

住
職 

   



 1 

1

 

街 犯
人
・
黒
田

く

ろ

だ

（

37

）
が
走
っ
て
逃
げ
て
い

る―
―

須
堀
秋
彦

す

ぼ

り

あ

き

ひ

こ

（

44

）
と
部
下
・
高
下

た
か
し
た

透
と
お
る

（

29

）
が
走
っ
て
後
を
追
い
か
け
て

い
る
。 

秋
彦
「
待
て
、
コ
ラ
！
」 

 

2

 

街 黒
田
が
走
っ
て
逃
げ
て
い
る―

―

後
を
追
っ

て
い
る
秋
彦
と
透
。 

 

3

 

中
央
高
校
・
校
門 

黒
田
が
校
門
を
よ
じ
登
り
、
中
へ
侵
入
す
る

―
―

秋
彦
と
透
が
追
い
か
け
て
く
る
と
、
立

ち
止
ま
る
。 

透
「
先
輩
、
ま
ず
い
っ
す
よ
」 

秋
彦
、
学
校
の
看
板
を
見
る
。 

秋
彦

「
『

中
央
高
等
学
校
』
っ
て…

…

ま
さ
か
」 

 

4

 

同
・
ロ
ビ
ー 



 2 

黒
田
が
侵
入
し
て
い
る―

―

廊
下
を
通
り
過

ぎ
る
生
徒
た
ち
の
悲
鳴
が
響
き
渡
る
。 

 

5
 

同
・
二
階
の
廊
下 

須す

堀ぼ
り

元
気

げ

ん

き

（

16

）
が
、
雑
巾
の
入
っ
た
バ

ケ
ツ
に
水
を
入
れ
て
い
る
。 

 

6

 

同
・
ロ
ビ
ー 

黒
田
が
元
気
の
従
妹
・
玲
奈

れ

い

な

（

16

）
を
人

質
に
取
っ
て
、
包
丁
を
突
き
付
け
て
い
る
。 

黒
田
「
お
い
、
大
人
し
く
し
ろ
。
こ
の
女
が
ど
う
な

っ
て
も
良
い
の
か
」 

と
、
秋
彦
と
透
が
駆
け
つ
け
る
。 

秋
彦
「
玲
奈
！
」 

玲
奈
「
あ…
…

秋
彦
叔
父
さ
ん
」 

秋
彦
「
待
っ
て
ろ
。
す
ぐ
助
け
て
や
る
」 

と
、
後
ろ
か
ら
肩
を
叩
か
れ
る
秋
彦―

―

振

り
返
っ
て
、
目
を
見
開
く
秋
彦
。 

秋
彦
「
冬
美
。
ど
う
し
て
こ
こ
に
」 

と
、
元
気
の
母
・
冬
美

ふ

ゆ

み

（

41

）
が
立
っ
て



 3 

い
る
。 

冬
美
「
話
は
後
。
今
は
何
と
か
、
玲
奈
ち
ゃ
ん
を
助

け
な
い
と
」 

玲
奈
「
冬
美
叔
母
さ
ん…

…

」 
冬
美
「
玲
奈
ち
ゃ
ん
。
も
う
少
し
の
辛
抱
だ
か
ら
ね
。

叔
母
さ
ん
た
ち
に
任
せ
な
さ
い
」 

怯
え
な
が
ら
も
頷
く
玲
奈
。 

 

7

 

同
・
二
階
の
廊
下 

鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
雑
巾
絞
り
を
し
て
い
る

元
気―

―

と
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
・
真
山

ま

や

ま

優
子

ゆ

う

こ

（

16

）
が
走
っ
て
や
っ
て
く
る
。 

優
子
「
元
気
！ 

ね
え
、
大
変
大
変
」 

元
気
「
ど
う
し
た
ん
だ
よ
、
優
子
。
そ
ん
な
に
慌
て

て
」 

優
子
「
立
て
こ
も
り
よ…

…

立
て
こ
も
り
！
」 

元
気
「
立
て
こ
も
り
！
？
」 

 

8

 

同
・
ロ
ビ
ー 

職
員
や
生
徒
た
ち
が
騒
然
と
し
て
い
る
中
、



 4 

睨
み
合
い
を
続
け
る
秋
彦
、
冬
美
、
透
、
黒

田
。
不
安
そ
う
に
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
玲

奈
。 

 
9

 
中
央
署
・
鑑
識
課 

パ
ソ
コ
ン
と
書
類
を
見
な
が
ら
、
鑑
定
を
し

て
い
る
秋
彦
の
妻
・
佐
和

さ

わ

（

42

）―
―

同

僚
の
職
員
が
入
っ
て
く
る
と
、 

職
員
「
須
堀
さ
ん
、
中
央
高
校
で
立
て
こ
も
り
事
件

発
生
だ
っ
て
」 

佐
和
「
え
？ 

中
央
高
校
？
」 

職
員
「
手
配
中
の
犯
人
が
、
高
校
の
敷
地
内
に
入
っ

た
っ
て
。
し
か
も
、
そ
の
犯
人
追
っ
て
た
の
が
、

ご
主
人
で
す
っ
て
」 

佐
和
「
う
ち
の
人
が…

…

？
」 

 

10

 

同
・
生
活
安
全
課 

元
気
の
父
・
隆た

か

文ふ
み

（

43

）
が
入
っ
て
く
る
。 

康
孝
「
戻
り
ま
し
た
」 

と
、
同
僚
た
ち
が
『
中
央
高
校
立
て
こ
も
り



 5 

事
件
』
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る 

康
孝
「
ど
う
し
た
の
？
」 

同
僚
Ａ
「
あ
あ
、
須
堀
さ
ん
。
中
央
高
校
で
立
て
こ

も
り
事
件
で
す
っ
て
」 

康
孝
「
え
、
中
央
高
校
？
」 

同
僚
Ｂ
「
ど
う
か
し
ま
し
た
？
」 

康
孝
「
息
子
と
姪
っ
子
が
通
っ
て
る
学
校
だ
」 

一
同
「
え
え
ッ…

…

！
？
」 

唖
然
と
し
て
い
る
康
孝
。 

 

11

 

道 停
車
中
の
乗
用
車
に
、
駐
車
違
反
の
切
符
を

切
っ
て
い
る
元
気
の
従
姉
・
あ
か
ね
（

23

）

―
―

街
頭
テ
レ
ビ
に
、
『
中
央
高
校
立
て
こ

も
り
事
件
』
の
ニ
ュ
ー
ス
が
映
っ
て
い
る
。 

あ
か
ね
「
中
央
高
校
っ
て…

…

ま
さ
か…

…

！
」 

 

12

 

県
警
本
部
・
全
景 

 

13

 

同
・
本
部
長
室 



 6 

あ
か
ね
の
母
・
虹
子

に

じ

こ

（

50

）
が
仕
事
を
し

て
い
る―

―

と
、
電
話
が
鳴
る
。
着
信
は
あ

か
ね
で
あ
る
。 

虹
子

「
（

電
話
に
出
て
）
も
し
も
し
、
ど
う
し
た
の

あ
か
ね
」 

あ
か
ね
の
声
「
ね
え
母
さ
ん
、
大
変
。
中
央
高
校
で

立
て
こ
も
り
事
件
発
生
」 

虹
子
「
立
て
こ
も
り
事
件
？
」 

 

14

 

道 

あ
か
ね

「
（

電
話
に
）
中
央
高
校
っ
て
、
確
か
元
気

と
玲
奈
が
通
っ
て
る
学
校
じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
け
？
」 

虹
子
の
声
「
あ
、
そ
う
だ
わ…

…

」 

あ
か
ね
「
大
丈
夫
か
な…

…

」 

 

15

 

県
警
本
部
・
本
部
長
室 

虹
子
「
管
轄
は
中
央
署
で
し
ょ
？ 

す
ぐ
に
確
認
取

る
わ
。
情
報
あ
り
が
と
う
。
じ
ゃ
」 

と
、
電
話
を
切
る
と
、
再
度
電
話
を
か
け
て
、 

虹
子
「
も
し
も
し
、
夏
代
さ
ん
。
中
央
高
校
で
立
て



 7 

こ
も
り
事
件
が
発
生
し
た
っ
て
報
告
が
あ
っ
た
ん

だ
け
ど
」 

 

16
 

路
上
を
走
る
覆
面
パ
ト
カ
ー 

 

17

 

そ
の
パ
ト
カ
ー
の
中 

後
輩
刑
事
が
運
転
し
て
お
り
、
助
手
席
に
玲

奈
の
母
・
夏
代

な

つ

よ

（

46

）
が
座
っ
て
い
る
。 

夏
代

「
（

電
話
に
）
そ
う
な
ん
で
す
。
さ
っ
き
冬
美

か
ら
電
話
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
人
質
に
取
ら

れ
て
る
の
、
玲
奈
な
ん
で
す
よ
」 

虹
子
の
声
「
え
？
」 

夏
代
「
し
か
も
、
立
て
こ
も
り
中
の
男
、
私
が
今
追

っ
て
る
殺
人
事
件
の
容
疑
者
と
し
て
疑
っ
て
た
奴

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
私
も
今
現
場
向
か
っ
て
ま

す
。
（
と
後
輩
刑
事
に
）
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
出
し

な
さ
い
よ
」 

後
輩
「
あ…

…

は
い
」 

虹
子
の
声
「
人
質
の
命
が
最
優
先
よ
」 

夏
代
「
分
か
っ
て
ま
す
。
ま
た
進
展
あ
っ
た
ら
、
報



 8 

告
し
ま
す
（
と
電
話
を
切
る

）
」 

 

18

 

中
央
高
校
・
ロ
ビ
ー 

ま
だ
睨
み
合
い
を
続
け
る
秋
彦
、
冬
美
、
透
、

黒
田
。
と
、
黒
田
と
玲
奈
の
上
に
突
然
水
が

降
っ
て
く
る
。 

訝
し
そ
う
に
二
階
を
見
上
げ
る
一
同
。
二
階

か
ら
、
バ
ケ
ツ
を
持
っ
た
元
気
が
上
半
身
を

乗
り
出
す
。 

元
気
「
み
ん
な
、
今
だ
！
」 

秋
彦
「
よ
っ
し
ゃ
ー
！
」 

と
、
秋
彦
が
黒
田
を
背
負
い
投
げ
す
る―

―

黒
田
が
倒
れ
、
秋
彦
が
押
さ
え
つ
け
る
。 

秋
彦
「
確
保
ー
！
」 

透
、
鞄
か
ら
タ
オ
ル
を
取
り
出
す
と
、
タ
オ

ル
で
包
丁
を
回
収
す
る
。 

透
「
凶
器
回
収
！
」 

冬
美
、
玲
奈
を
抱
き
し
め
る
。 

冬
美
「
玲
奈
ち
ゃ
ん
、
大
丈
夫
だ
っ
た
」 

玲
奈
「
う
ん…

…

」 



 9 

秋
彦
「
無
事
で
何
よ
り
だ
！
」 

 

19

 

同
・
グ
ラ
ウ
ン
ド 

パ
ト
カ
ー
が
来
て
お
り
、
黒
田
が
警
察
に
連

行
さ
れ
る
。
見
送
る
秋
彦
、
透
、
冬
美
。 

と
、
元
気
が
や
っ
て
く
る
。 

元
気
「
い
や
い
や
、
皆
さ
ん
見
事
な
チ
ー
ム
プ
レ
イ

で
」 

秋
彦
「
お
お
、
元
気
。
（
と
グ
ー
タ
ッ
チ
を
す
る
と
）

お
前
の
お
か
げ
だ
」 

と
、
夏
代
の
乗
っ
た
パ
ト
カ
ー
が
到
着
す
る

―
―

助
手
席
か
ら
夏
代
が
慌
て
て
降
り
て
く

る
。 

秋
彦
「
姉
貴
？
」 

夏
代
「
玲
奈
は
？
」 

元
気
「
あ
あ
。
今
、
着
替
え
て
る
」 

夏
代
「
大
丈
夫
な
の
？
」 

元
気
「
全
然
」 

冬
美
「
姉
さ
ん
、
何
し
に
来
た
の
？
」 

夏
代
「
玲
奈
の
こ
と
が
心
配
だ
っ
た
の
よ
。
そ
れ
に
、
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（
と
黒
田
の
腕
を
つ
か
ん
で
）
こ
い
つ
、
私
が
今

調
べ
て
た
女
子
大
生
殺
人
事
件
の
犯
人
な
の
。
こ

ん
な
形
で
会
う
な
ん
て
ね
」 

秋
彦
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
。
俺
は
こ
い
つ
を
、
大
麻

所
持
法
違
反
で
追
っ
て
た
ん
だ
よ
」 

元
気
「
叩
け
ば
埃
が
出
る
っ
て
い
う
の
は
、
こ
う
い

う
こ
と
を
言
う
ん
だ
ね
」 

黒
田
「
お
前
ら
、
一
体…

…

」 

秋
彦
「
中
央
警
察
署
組
織
対
策
課
、
須
堀
秋
彦
」 

夏
代
「
同
じ
く
、
中
央
警
察
署
刑
事
課
班
長 

須
堀

夏
代
」 

冬
美
「
同
じ
く
、
中
央
警
察
署
交
通
課 

須
堀
冬
美
」 

元
気
「
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
左
か
ら
俺
の
母
さ
ん
、

伯
父
さ
ん
、
伯
母
さ
ん
で
す
」 

黒
田
「
マ
ジ
か
よ…

…

」 

秋
彦

「
（

刑
事
た
ち
に
）
連
れ
て
け
」 

刑
事
た
ち
、
黒
田
を
パ
ト
カ
ー
に
乗
せ
る
と

出
発
し
て
い
く
。 

透
「
お
手
柄
で
し
た
。
さ
す
が
は
先
輩
の
甥
っ
子
さ

ん
だ
」 
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夏
代
「
そ
り
ゃ
元
気
だ
っ
て
、
警
察
官
の
血
を
引
く

我
ら
須
堀
家
の
一
員
だ
も
の
ね
」 

元
気
「
も
ち
ろ
ん
！ 

て
か
、
何
で
母
さ
ん
今
日
学

校
い
た
の
？
」 

冬
美
「
今
日
は
、
半
休
も
ら
っ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
婦
人
会

の
集
ま
り
に
来
て
た
の
」 

夏
代
「
あ
、
し
ま
っ
た
。
完
璧
忘
れ
た
」 

冬
美
「
だ
と
思
っ
た
」 

元
気
「
あ
の
犯
人
も
つ
い
て
な
い
よ
ね
。
立
て
こ
も

っ
た
学
校
に
、
こ
ん
な
に
刑
事
が
揃
っ
ち
ゃ
う
な

ん
て
」 と

、
笑
い
合
う
一
同―
―

と
、
ジ
ャ
ー
ジ
姿

に
な
っ
た
玲
奈
が
、
優
子
を
従
え
て
や
っ
て

く
る
。 

玲
奈
「
ち
ょ
っ
と
、
元
気
！
」 

元
気
「
ど
う
し
た
ん
だ
よ
、
そ
の
恰
好
」 

玲
奈
「
あ
ん
た
が
水
な
ん
て
掛
け
る
か
ら
で
し
ょ
。

い
く
ら
犯
人
捕
ま
え
る
た
め
だ
か
ら
っ
て
、
何
も

あ
そ
こ
ま
で
し
な
く
た
っ
て…

…

。
お
か
げ
で
制

服
も
下
着
も
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
じ
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ゃ
な
い
」 

夏
代
「
玲
奈
、
大
丈
夫
だ
っ
た
？ 

怪
我
な
い
？
」 

玲
奈
「
大
丈
夫
。
服
と
下
着
が
濡
れ
た
だ
け
」 

夏
代
「
濡
れ
た
の
？
」 

玲
奈

「
（

元
気
を
指
さ
し
て
）
こ
い
つ
が
犯
人
捕
ま

え
る
た
め
に
二
階
か
ら
バ
ケ
ツ
の
水
か
け
た
の
。

だ
か
ら
、
私
も
こ
の
ザ
マ
っ
て
わ
け
」 

夏
代
「
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
」 

元
気
「
制
服
や
下
着
が
濡
れ
た
ぐ
ら
い
ど
う
っ
て
こ

と
な
い
だ
ろ
。
命
が
助
か
っ
た
だ
け
で
も
あ
り
が

た
い
と
思
わ
な
き
ゃ
」 

玲
奈
「
バ
ー
カ
！
」 

と
、
足
早
に
去
っ
て
い
く―

―

後
を
追
う
優

子
。 

優
子
「
あ
、
ち
ょ
っ
と
玲
奈
」 

元
気
、
呆
れ
顔
に
な
る
。 

元
気
「
お
い
玲
奈
！ 

お
前
、
助
け
て
や
っ
た
ん
だ

か
ら
せ
め
て
礼
ぐ
ら
い
言
っ
た
ら
ど
う
な
ん
だ

よ
！
」 

夏
代

「
（

苦
笑
し
て
）
始
ま
っ
た
わ
ね
、
こ
の
喧
嘩
」 



 13 

透
「
い
つ
も
の
こ
と
な
ん
で
す
か
？
」 

秋
彦
「
こ
の
従
姉
弟
同
士
の
喧
嘩
は
、
須
堀
家
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
み
た
い
な
も
の
な
ん
だ
よ
」 

冬
美
「
懲
り
な
い
の
よ
ね
」 

元
気

「
（

玲
奈
の
後
ろ
姿
に
向
か
っ
て
）
お
前
の
ほ

う
が
バ
カ
じ
ゃ
ね
え
か
、
こ
の
バ
ー
カ
！
」 

膨
れ
っ
面
の
元
気
。 

 

タ
イ
ト
ル 『

デ
カ
ゾ
ク
～
我
ら
捜
査
一
家
～
』 

 

20

 

フ
ァ
ミ
レ
ス 

元
気
、
玲
奈
、
優
子
が
、
ド
リ
ン
ク
バ
ー
の

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て
い
る
。 

優
子
「
今
日
は
災
難
だ
っ
た
ね
」 

玲
奈
「
本
当
、
人
質
に
は
さ
れ
る
し
、
（
元
気
を
睨

ん
で
）
こ
い
つ
に
水
は
掛
け
ら
れ
る
し
」 

元
気
「
ま
だ
言
っ
て
る
の
か
よ
。
玲
奈
、
お
前
須
堀

家
の
家
訓
そ
の
三
を
忘
れ
た
の
か
？
」 

優
子
「
何
、
須
堀
家
の
家
訓
っ
て
？
」 



 14 

元
気
「
警
察
官
の
家
系
で
あ
る
須
堀
家
に
は
、
代
々

伝
わ
る
三
つ
の
家
訓
っ
て
い
う
の
が
あ
る
ん
だ
よ
」 

 

21
 

イ
メ
ー
ジ
映
像 

和
室
に
座
る
元
気
の
前
に
三
つ
の
巻
物
が
置

い
て
あ
る―

―

元
気
、
一
つ
目
の
巻
物
を
広

げ
て
、 

元
気
「
須
堀
家
家
訓
そ
の
一 

家
族
の
絆
を
深
め
る

た
め
な
ら
ば
、
お
互
い
の
た
め
に
如
何
様
な
手
段

も
厭
わ
ず
」 

二
つ
目
の
巻
物
を
広
げ
て
、 

元
気
「
須
堀
家
家
訓
そ
の
二 

世
の
た
め
人
の
た
め

な
ら
ば
、
倫
理
観
を
持
っ
て
如
何
様
な
手
段
も
厭

わ
ず
」 三

つ
目
の
巻
物
を
広
げ
て
、 

元
気
「
須
堀
家
家
訓
そ
の
三 

罪
人
確
保
の
た
め
な

ら
ば
、
法
律
に
触
れ
な
い
限
り
如
何
様
な
手
段
も

厭
わ
ず
」 

 

22

 

フ
ァ
ミ
レ
ス 
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優
子
「
そ
ん
な
の
あ
る
ん
だ…

…

」 

元
気
「
俺
は
家
訓
の
通
り
の
行
動
を
し
た
ん
だ
よ
。

文
句
言
わ
れ
る
の
は
違
う
と
思
う
け
ど
な
」 

玲
奈
「…

…

そ
り
ゃ
、
助
け
て
く
れ
た
こ
と
は
感
謝

し
て
る
よ
」 

元
気
「
ホ
ン
ト
か
？ 

あ
り
が
と
う
っ
て
言
わ
れ
た

覚
え
な
い
ん
だ
け
ど
。
む
し
ろ
言
わ
れ
た
の
は
、

『
バ
カ
』
っ
て
言
葉
だ
っ
た
け
ど
」 

玲
奈

「
（

投
げ
や
り
に
）
助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」 

元
気
「
い
え
い
え
、
ど
う
い
た
し
ま
し
て
」 

優
子
「
賑
や
か
だ
ね
、
さ
す
が
は
従
兄
妹
だ
わ
」 

元
気
「
賑
や
か
な
の
は
、
俺
た
ち
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん

だ
よ
。
如
何
せ
ん
、
俺
た
ち
須
堀
家
は
警
察
官
の

家
系
だ
か
ら
ね
」 

優
子
「
え
、
み
ん
な
？
」 

元
気
「
う
ん
」 

 

23

 

道 白
バ
イ
を
運
転
し
て
い
る
冬
美
。 
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元
気
の
声
「
俺
の
母
親
で
あ
る
須
堀
冬
美
は
、
中
央

署
交
通
課
勤
務
。
普
段
は
白
バ
イ
を
か
っ
飛
ば
し

て
る
。
須
堀
四
兄
弟
の
末
っ
子
」 

 
24

 
中
央
署
・
生
活
安
全
課 

相
談
者
の
話
を
聞
い
て
い
る
康
孝
。 

元
気
の
声
「
父
親
の
須
堀
康
孝
は
、
中
央
署
生
活
安

全
課
勤
務
。
最
近
は
、
署
に
相
談
に
来
る
人
の
話

を
聞
く
窓
口
業
務
が
多
い
み
た
い
。
あ
、
ち
な
み

に
婿
養
子
」 

 

25

 

殺
人
事
件
現
場
と
な
っ
た
空
き
地 

夏
代
が
や
っ
て
き
て
、
現
場
捜
索
を
す
る
。 

玲
奈
の
声
「
私
の
母
親
の
須
堀
夏
代
は
、
中
央
署
刑

事
課
の
班
長
。
殺
人
事
件
に
出
向
く
こ
と
が
多
く

て
、
ザ
仕
事
人
間
っ
て
タ
イ
プ
な
の
。
須
堀
四
兄

弟
の
二
番
目
」 

 

26

 

カ
ジ
ノ
会
場 

違
法
カ
ジ
ノ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
勢
い
よ
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く
乗
り
込
む
秋
彦
。 

玲
奈
の
声
「
さ
っ
き
の
怖
い
顔
し
た
刑
事
が
、
私
の

叔
父
さ
ん
の
須
堀
秋
彦
。
中
央
署
組
織
対
策
課
勤

務
で
、
あ
の
通
り
い
か
つ
い
か
ら
、
暴
力
団
と
か

薬
物
と
か
違
法
カ
ジ
ノ
と
か
を
普
段
は
担
当
し
て

る
。
須
堀
四
兄
弟
の
三
番
目
」 

 

27

 

中
央
署
・
鑑
識
課 

パ
ソ
コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
佐
和
。 

玲
奈
の
声
「
そ
の
秋
彦
叔
父
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
、
中

央
署
鑑
識
課
勤
務
の
須
堀
佐
和
。
鑑
識
一
筋
で
、

パ
ソ
コ
ン
と
か
Ｉ
Ｔ
に
も
詳
し
い
の
」 

 

28

 

道 違
反
切
符
を
発
行
し
て
い
る
あ
か
ね
。 

元
気
の
声
「
俺
た
ち
の
従
姉
の
須
堀
あ
か
ね
。
中
央

署
地
域
課
勤
務
で
、
駐
車
違
反
の
車
を
取
り
締
ま

っ
た
り
し
て
る
」 

 

29

 

県
警
本
部
・
本
部
長
室 
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書
類
に
判
子
を
打
っ
て
い
る
虹
子
。 

元
気
の
声
「
そ
の
あ
か
ね
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
が
、

県
警
本
部
長
の
須
堀
虹
子
。
そ
の
名
の
通
り
、
県

警
の
ト
ッ
プ
の
超
エ
リ
ー
ト
」 

 

30

 

フ
ァ
ミ
レ
ス 

優
子
「
凄
ッ
。
県
警
本
部
長
が
伯
母
さ
ん
に
あ
た
る

わ
け
だ
」 

元
気
「
そ
う
い
う
こ
と
」 

優
子
「
あ
れ
？ 

で
も
、
四
兄
弟
の
一
番
上
は
？
」 

元
気
「
一
番
上
は
春
雄
伯
父
さ
ん
っ
て
言
っ
て
、
虹

子
伯
母
さ
ん
の
旦
那
さ
ん
に
な
る
ん
だ
け
ど
、
十

二
年
前
に
、
あ
る
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く
な

っ
た
の
」 

優
子
「
そ
う
だ
っ
た
ん
だ…

…

」 

元
気
「
あ
、
も
う
一
人
忘
れ
て
た
」 

玲
奈
「
誰
？
」 

元
気
「
お
前
、
自
分
の
父
親
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
と
」 

玲
奈
「
あ
、
そ
っ
か
。
母
さ
ん
と
離
婚
し
ち
ゃ
っ
た

け
ど
、
私
の
父
さ
ん
は
、
今
中
央
署
の
総
務
課
に
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勤
務
し
て
る
の
。
総
務
課
だ
か
ら
現
場
に
は
行
か

な
い
ん
だ
け
ど
ね
」 

元
気
「
伯
父
さ
ん
に
は
、
最
近
会
っ
て
る
の
？
」 

玲
奈
「
全
然
」 

元
気
「
そ
っ
か
」 

玲
奈
「
あ
の
二
人
が
、
よ
り
戻
す
こ
と
も
な
さ
そ
う

だ
し
ね
」 

元
気
「
や
っ
ぱ
り
な
い
か
ぁ
」 

と
、
ノ
ー
ト
に
須
堀
家
の
家
系
図
を
書
く
と
、 

元
気

「
（

優
子
に
）
は
い
、
こ
う
し
て
家
系
図
に
す

る
と
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ
」 

優
子
「
う
ん
、
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
は
見
や
す
い
」 

憮
然
と
し
た
顔
の
玲
奈
。 

 

31

 

須
堀
家
・
全
景
（
夜
） 

都
心
か
ら
一
時
間
ほ
ど
の
郊
外
に
あ
る
洋
風

建
築
の
一
軒
家
。 

 

32

 

同
・
リ
ビ
ン
グ 

冬
美
が
夕
飯
の
支
度
を
し
て
い
る―

―

玄
関
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の
ド
ア
の
開
閉
音
が
聞
こ
え
、
康
孝
が
帰
宅

す
る
。 

康
孝
「
た
だ
い
ま
」 

冬
美
「
お
帰
り
な
さ
い
」 

康
孝
「
今
日
大
変
だ
っ
た
な
。
ニ
ュ
ー
ス
に
は
っ
き

り
映
っ
て
た
ぞ
」 

冬
美
「
や
っ
ぱ
り
見
て
た
？
」 

康
孝
「
う
ち
の
生
活
安
全
課
な
ん
て
、
そ
の
話
題
で

持
ち
切
り
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
し
か
も
、
元
気
が
一

役
買
っ
た
ら
し
い
じ
ゃ
な
い
か
」 

冬
美
「
そ
う
な
の
」 

と
、
元
気
が
階
段
を
下
り
て
く
る
。 

元
気
「
父
さ
ん
お
帰
り
」 

康
孝
「
た
だ
い
ま
。
お
手
柄
だ
っ
た
な
」 

元
気
「
何
が
？
」 

冬
美
「
ニ
ュ
ー
ス
で
見
た
ん
だ
っ
て
」 

元
気
「
見
て
た
の
か
ぁ
」 

康
孝
「
大
し
た
も
ん
だ
。
二
階
か
ら
水
掛
け
る
な
ん

て
」 

元
気

「
『

罪
人
確
保
の
た
め
な
ら
ば
、
法
律
に
触
れ
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な
い
限
り
如
何
様
な
手
段
も
厭
わ
ず
』
っ
て
い
う

家
訓
を
守
っ
た
だ
け
。
父
さ
ん
も
母
さ
ん
も
、
ど

う
せ
同
じ
よ
う
な
こ
と
し
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

康
孝
「
確
か
に
父
さ
ん
も
犯
人
捕
ま
え
る
た
め
だ
っ

た
ら
、
手
段
は
選
ば
な
い
だ
ろ
う
な
」 

冬
美
「
別
に
あ
の
家
訓
を
否
定
す
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

け
ど
、
お
父
さ
ん
は
手
段
を
選
ば
な
か
っ
た
が
た

め
に
、
県
警
本
部
の
エ
リ
ー
ト
か
ら
左
遷
さ
れ
て

中
央
署
の
生
活
安
全
課
に
来
た
ん
だ
か
ら
」 

康
孝
「
お
い
、
そ
の
話
は
」 

元
気
「
別
に
良
い
じ
ゃ
ん
。
県
警
本
部
だ
ろ
う
が
中

   

央
署
だ
ろ
う
が
、
悪
い
こ
と
を
し
た
人
を
捕
ま
え

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
だ
ろ
」 

冬
美
「
元
気…

…

」 

元
気
「
県
警
本
部
の
エ
リ
ー
ト
が
そ
ん
な
に
偉
い
の

か
？ 

ど
ん
な
に
す
ご
い
犯
人
捕
ま
え
て
も
、
地

域
や
自
分
の
身
の
回
り
の
人
た
ち
を
助
け
ら
れ
な

い
ん
じ
ゃ
、
そ
れ
は
エ
リ
ー
ト
じ
ゃ
な
い
と
思
う

け
ど
」 

康
孝
「
お
前
も
す
っ
か
り
、
一
人
前
の
こ
と
を
言
う
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よ
う
に
な
っ
た
な
」 

冬
美
「
さ
す
が
、
私
た
ち
の
子
ど
も
だ
」 

笑
い
合
う
一
同
。 

 
33

 
中
央
署
・
全
景
（
夜
） 

 

34

 

同
・
鑑
識
課 

パ
ソ
コ
ン
と
書
類
を
見
な
が
ら
、
鑑
定
を
し

て
い
る
佐
和―

―

ド
ア
が
開
き
、
秋
彦
が
入

っ
て
く
る
。 

秋
彦
「
佐
和
。
お
前
、
ま
だ
仕
事
し
て
た
の
か
」 

佐
和
「
こ
の
鑑
定
が
終
わ
っ
た
ら
帰
ろ
う
と
思
っ
て

た
の
。
そ
っ
ち
だ
っ
て
、
こ
ん
な
時
間
ま
で
仕

事
？
」 

秋
彦
「
始
末
書
だ
よ
、
始
末
書
」 

佐
和
「
今
度
は
何
や
ら
か
し
た
の
？
」 

秋
彦
「
今
度
っ
て
ど
う
い
う
意
味
だ
よ
」 

佐
和
「
だ
っ
て
、
秋
彦
い
つ
も
始
末
書
ば
っ
か
り
書

い
て
る
じ
ゃ
な
い
。
取
り
調
べ
中
に
被
疑
者
を
殴

っ
て
気
絶
さ
せ
た
と
か
、
ガ
サ
入
れ
の
時
に
暴
力
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団
幹
部
と
取
っ
組
み
合
い
の
喧
嘩
し
た
と
か…

…

」 

秋
彦
「
も
う
そ
れ
以
上
言
わ
な
く
て
良
い
！
」 

佐
和
「
そ
れ
で
、
今
回
は
何
の
始
末
書
だ
っ
た
の
？
」 

秋
彦
「
今
日
の
事
件
だ
よ
」 

佐
和
「
あ
あ
。
元
気
君
と
玲
奈
ち
ゃ
ん
の
学
校
に
、

手
配
中
の
犯
人
が
立
て
こ
も
っ
た
っ
て
や
つ
？
」 

秋
彦
「
あ
あ
」 

佐
和
「
ち
ょ
う
ど
冬
美
さ
ん
も
、
そ
の
場
に
い
た
ら

し
い
じ
ゃ
な
い
」 

秋
彦
「
そ
う
な
ん
だ
よ
」 

佐
和
「
け
ど
、
犯
人
ち
ゃ
ん
と
捕
ま
え
た
の
に
、
ど

う
し
て
始
末
書
な
ん
か
？
」 

秋
彦
「
平
日
の
真
昼
間
の
高
校
を
騒
が
せ
ち
ま
っ
た

か
ら
な
ぁ
」 

佐
和
「
そ
り
ゃ
追
っ
て
た
犯
人
が
そ
の
ま
ま
高
校
に

立
て
こ
も
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
、
何
の
責
任
も
な
い
と

は
言
え
な
い
か
。
し
か
も
、
姪
っ
子
が
人
質
に
な

っ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
だ
し
」 

秋
彦
「
ま
あ
な
。
あ
れ
、
今
日
俺
が
飯
当
番
だ
っ

け
？
」 
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佐
和
「
そ
う
よ
」 

秋
彦
「
何
作
ろ
う
か
な
。
チ
ャ
ー
ハ
ン
で
良
い
か
？
」 

佐
和
「
一
昨
日
作
っ
た
ば
か
り
で
し
ょ
」 

秋
彦
「
じ
ゃ
あ
ピ
ラ
フ
」 

佐
和
「
大
し
て
変
わ
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
」 

秋
彦
「
始
末
書
で
頭
使
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
。
も
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
あ
り
ま
せ
ん
」 

佐
和
「
分
か
っ
た
。
じ
ゃ
あ
、
ピ
ラ
フ
で
良
い
わ
よ
。

も
う
少
し
で
終
わ
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
」 

秋
彦
「
は
い
は
い
」 

 

35

 

マ
ン
シ
ョ
ン
・
全
景
（
夜
） 

 

36

 

同
・
須
堀
家
・
リ
ビ
ン
グ 

夏
代
が
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
、
腕
を
組
ん
だ

ま
ま
難
し
い
顔
で
考
え
事
を
し
て
い
る―

―

風
呂
上
り
の
玲
奈
が
入
っ
て
く
る
。 

玲
奈
「
母
さ
ん
？
」 

夏
代
「
ん
？
」 

玲
奈
「
ど
う
し
た
の
？ 

そ
ん
な
難
し
い
顔
し
て
」 
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夏
代
「
ち
ょ
っ
と
、
今
担
当
し
て
る
事
件
の
こ
と
考

え
て
た
の
」 

玲
奈
「
家
に
い
る
と
き
ぐ
ら
い
、
仕
事
の
こ
と
忘
れ

た
ら
？
」 

夏
代
「…

…

」 

玲
奈
「
父
さ
ん
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
嫌
い
に
な
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
」 

夏
代
「…

…

」 

玲
奈
「
そ
り
ゃ
、
普
段
警
察
官
と
し
て
働
い
て
る
母

さ
ん
の
姿
は
か
っ
こ
良
い
と
思
う
。
仕
事
が
大
事

だ
っ
て
い
う
母
さ
ん
の
気
持
ち
は
分
か
る
。
で
も
、

家
で
も
そ
ん
な
姿
見
せ
て
ほ
し
く
な
い
」 

夏
代
「
玲
奈…

…

」 

玲
奈
「
じ
ゃ
あ
、
私
寝
る
か
ら
。
お
や
す
み
（
と
出

て
い
く

）
」 

夏
代
「
お
や
す
み…

…

」 

ふ
と
難
し
い
顔
に
な
る
夏
代―

―

と
、
携
帯

電
話
が
鳴
る
。
画
面
を
見
て
、
慌
て
て
電
話

に
出
る
。 

夏
代
「
お
疲
れ
様
で
す
、
県
警
本
部
長
」 
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37

 

警
察
官
舎
・
須
堀
家
・
リ
ビ
ン
グ 

虹
子
が
携
帯
電
話
で
話
し
て
い
る
。 

虹
子
「
や
め
て
よ
、
勤
務
時
間
外
な
ん
だ
か
ら
県
警

本
部
長
っ
て
言
う
の
」 

夏
代
の
声
「
す
い
ま
せ
ん
、
お
義
姉

ね

え

さ
ん
。
つ
い
癖

で
」 

虹
子
「
良
い
の
よ
。
そ
れ
よ
り
、
ど
う
だ
っ
た
？ 

玲
奈
ち
ゃ
ん
、
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」 

夏
代
の
声
「
え
え
。
怪
我
が
な
く
て
安
心
し
ま
し
た
。

す
い
ま
せ
ん
、
報
告
忘
れ
て
ま
し
た
」 

虹
子
「
無
事
な
ら
何
よ
り
よ
。
電
話
し
た
の
は
ね
、

全
然
別
件
な
ん
だ
け
ど
、
来
月
う
ち
の
人
の
十
三

回
忌
法
要
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ

れ
に
事
件
が
発
生
し
た
ら
出
動
し
な
き
ゃ
い
け
な

い
身
だ
っ
て
い
う
の
は
分
か
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、

ま
あ
節
目
だ
し
、
こ
う
い
う
時
じ
ゃ
な
い
と
み
ん

な
に
も
会
え
な
い
と
思
っ
て
ね
」 

 

38

 

同
・
須
堀
家
・
リ
ビ
ン
グ 
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夏
代
「
そ
う
で
す
ね
。
秋
彦
と
冬
美
に
は
、
私
か
ら

伝
え
と
き
ま
す
。
は
い
、
じ
ゃ
あ
お
や
す
み
な
さ

い
。
（
と
電
話
を
切
っ
て
）
も
う
十
三
回
忌
か…

…
」 

 

39

 

河
川
敷
（
回
想
） 

Ｔ
「

12

年
前
」 

大
雨
が
降
っ
て
い
る―

―

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で

周
囲
が
囲
ま
れ
て
い
る
中
、
虹
子
、
夏
代
、

秋
彦
、
冬
美
が
駆
け
つ
け
る
。 

遺
体
に
布
が
被
せ
ら
れ
て
い
る―

―

虹
子
が

め
く
る
と
、
夫
・
春は

る

雄お

（
享
年

40

）
の
遺

体
と
直
面
す
る
。 

夏
代
「
兄
さ
ん…
…

」 

秋
彦
「
兄
貴…
…

」 

冬
美
「
春
雄
兄
さ
ん…

…

」 

虹
子
「
あ
な
た…

…

」 

一
同
、
絶
句
の
表
情
で
あ
る
。 

 

40

 

警
察
官
舎
・
須
堀
家
・
リ
ビ
ン
グ 
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仏
壇
に
ご
飯
を
お
供
え
す
る
虹
子―

―

春
雄

の
遺
影
を
見
つ
め
て
い
る
。 

と
、
玄
関
の
ド
ア
の
開
く
音
が
聞
こ
え
、
あ

か
ね
が
帰
宅
す
る
。 

あ
か
ね
「
た
だ
い
ま
」 

虹
子
「
お
帰
り
。
ず
い
ぶ
ん
遅
か
っ
た
の
ね
」 

あ
か
ね
「
ち
ょ
っ
と
合
コ
ン
に
誘
わ
れ
て
」 

虹
子
「
合
コ
ン
！
？
」 

あ
か
ね
「
大
丈
夫
、
ロ
ク
な
男
い
な
か
っ
た
か
ら
」 

虹
子
「
変
な
男
と
関
わ
っ
ち
ゃ
ダ
メ
よ
。
あ
か
ね
だ

っ
て
、
仮
に
も
地
域
課
の
刑
事
な
ん
だ
か
ら
」 

あ
か
ね
「
分
か
っ
て
る
わ
よ
」 

虹
子
「
さ
っ
き
、
夏
代
さ
ん
に
連
絡
し
た
。
お
父
さ

ん
の
法
事
の
件
で
」 

あ
か
ね
「
班
長
に
？
」 

虹
子
「
だ
か
ら
、
勤
務
時
間
外
に
親
族
を
役
職
で
呼

ぶ
の
や
め
な
さ
い
よ
。
さ
っ
き
だ
っ
て
、
夏
代
さ

ん
に
連
絡
し
た
ら
、
『
県
警
本
部
長
』
っ
て
言
わ

れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
か
ら
」 

あ
か
ね
「
し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
。
私
た
ち
須
堀
家
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み
ん
な
警
察
官
な
ん
だ
も
ん
」 

虹
子
「
ま
あ
、
そ
れ
も
そ
う
だ
け
ど
さ
」 

あ
か
ね
「
法
事
や
る
っ
て
こ
と
は
、
み
ん
な
集
ま
る

の
？
」 

虹
子
「
夏
代
さ
ん
が
、
秋
彦
さ
ん
と
冬
美
さ
ん
に
は

連
絡
し
て
く
れ
る
み
た
い
よ
。
事
件
が
発
生
し
な

け
れ
ば
ね
」 

苦
笑
し
て
い
る
虹
子
。 

 

41

 

寺
・
全
景
（
一
ヶ
月
後
） 

 

42

 

同
・
本
堂 

元
気
、
康
孝
、
冬
美
、
秋
彦
、
佐
和
、
虹
子
、

あ
か
ね
、
夏
代
、
玲
奈
、
夏
代
の
元
夫
・

浜
川

は
ま
か
わ

健
作

け
ん
さ
く

（

48

）
が
顔
を
揃
え
て
い
る―

―

住
職
が
御
経
を
唱
え
、
一
同
手
を
合
わ
せ

て
拝
ん
で
い
る
。 

夏
代
、
隣
に
座
っ
て
い
る
健
作
を
見
て
、
険

し
い
顔
を
し
て
い
る
。 
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43

 

同
・
廊
下 

虹
子
が
ト
イ
レ
か
ら
出
て
く
る―

―

夏
代
が

待
っ
て
い
る
。 

夏
代

「
（

不
機
嫌
な
顔
で
）
お
義
姉

ね

え

さ
ん
」 

虹
子
「
何
？
」 

夏
代
「
お
義
姉

ね

え

さ
ん
で
し
ょ
、
あ
の
男
に
声
か
け
た

の
」 

虹
子
「
健
作
さ
ん
は
、
う
ち
の
人
が
可
愛
が
っ
て
た

部
下
だ
し
、
一
応
家
族
だ
と
思
っ
て
」 

夏
代
「
私
は
あ
の
男
と
は
と
っ
く
の
前
に
離
婚
し
て
、

赤
の
他
人
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
今
日
だ
っ
て
、

あ
え
て
声
か
け
な
か
っ
た
の
に
」 

虹
子
「
そ
ん
な
に
嫌
い
な
の
、
健
作
さ
ん
の
こ
と
」 

夏
代
「
嫌
い
だ
か
ら
離
婚
し
た
ん
で
す
。
正
直
、
今

も
職
場
が
同
じ
だ
け
で
吐
き
気
す
る
ん
で
す
か
ら
」 

虹
子
「
健
作
さ
ん
は
総
務
課
で
、
一
緒
に
捜
査
会
議

で
顔
合
わ
せ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
」 

夏
代
「
け
ど
ね…

…

」 

と
、
秋
彦
と
冬
美
が
や
っ
て
く
る
。 

秋
彦
「
何
し
て
る
ん
だ
よ
、
み
ん
な
待
っ
て
る
ぞ
」 
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冬
美
「
ど
う
し
た
の
、
そ
ん
な
不
機
嫌
な
顔
し
て
」 

虹
子
「
健
作
さ
ん
が
来
て
る
こ
と
が
気
に
入
ら
な
い

み
た
い
で
」 

秋
彦
「
今
日
ぐ
ら
い
許
し
て
や
れ
よ
。
玲
奈
は
、
こ

う
い
う
時
じ
ゃ
な
い
と
父
親
に
会
え
な
い
ん
だ
か

ら
」 

冬
美
「
そ
う
よ
。
い
く
ら
健
作
さ
ん
が
嫌
い
だ
か
ら

っ
て
、
そ
ん
な
に
目
く
じ
ら
立
て
な
く
て
も…

…

」 

夏
代
「
何
よ
、
み
ん
な
し
て…

…

」 

と
、
ブ
ツ
ブ
ツ
文
句
を
言
い
な
が
ら
戻
っ
て

い
く
。 

 

44

 

同
・
本
堂 

談
笑
し
て
い
る
元
気
、
康
孝
、
佐
和
、
あ
か

ね
、
玲
奈
、
健
作―

―

そ
こ
へ
襖
が
開
き
、

虹
子
、
夏
代
、
秋
彦
、
冬
美
が
戻
っ
て
く
る
。 

虹
子
「
皆
さ
ん
、
本
日
は
亡
き
夫
・
春
雄
の
十
三
回

忌
法
要
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
早
い
も
の
で
あ
の
事
件
か
ら
丸
十
二

年
。
未
だ
犯
人
も
捕
ま
っ
て
お
ら
ず
、
私
た
ち
家
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族
が
大
黒
柱
を
失
っ
た
今
も
な
お
、
犯
人
は
何
食

わ
ぬ
顔
で
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と

許
せ
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
実
は
最
近

に
な
っ
て
、
夫
を
殺
害
し
た
犯
人
は
内
部
の
人
間

だ
と
い
う
情
報
を
耳
に
し
ま
し
た
」 

一
同
騒
然
と
な
る
。 

秋
彦
「
本
当
な
ん
で
す
か
？
」 

虹
子
「
え
え
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
噂
だ
し
、
誰
が
犯

人
な
の
か
と
い
う
根
拠
も
な
い
。
け
ど
、
こ
れ
が

も
し
圧
力
に
よ
る
隠
蔽
だ
と
し
た
ら
、
未
だ
に
犯

人
が
見
つ
か
ら
な
い
の
も
当
然
だ
っ
て
い
う
気
が

す
る
の
」 

元
気
「
圧
力
っ
て
い
う
の
は
、
簡
単
に
つ
ぶ
す
こ
と

は
で
き
な
い
ん
で
す
か
？
」 

虹
子
「
そ
う
ね…

…

裏
で
口
裏
を
合
わ
せ
た
り
、
根

回
し
を
し
た
り
、
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
却
っ
て

不
利
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
、
正
直
組
織
で
は

あ
る
こ
と
よ
」 

元
気
「
案
外
汚
い
ん
で
す
ね
、
警
察
組
織
っ
て
」 

玲
奈
「
警
察
官
の
力
で
、
白
い
も
の
が
黒
に
な
る
こ
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と
が
当
た
り
前
に
あ
る
っ
て
こ
と
か
」 

夏
代
「
当
然
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
よ
」 

秋
彦
「
俺
だ
っ
て
、
薬
物
中
毒
で
捕
ま
え
た
犯
人
が

大
物
政
治
家
の
息
子
だ
っ
て
い
う
理
由
で
、
上
か

ら
の
圧
力
で
釈
放
し
た
こ
と
も
あ
る
。
け
ど
、
そ

ん
な
こ
と
本
来
な
ら
許
さ
れ
な
い
こ
と
な
ん
だ
」 

虹
子
「
そ
う
。
で
も
そ
れ
が
で
き
て
し
ま
う
の
が
、

警
察
の
権
力
や
圧
力
な
の
。
で
も
私
は
、
そ
ん
な

こ
と
で
泣
き
寝
入
り
す
る
被
害
者
を
見
た
く
な
い
。

私
や
あ
か
ね
は
、
そ
れ
で
十
二
年
辛
い
思
い
を
し

て
き
た
」 

あ
か
ね
「…

…

」 

虹
子
「
だ
か
ら
ね
、
私
、
ち
ょ
っ
と
思
い
つ
い
ち
ゃ

っ
た
の
。
警
察
が
捕
ま
え
ら
れ
な
い
極
悪
人
が
い

た
ら
、
私
た
ち
で
捕
ま
え
よ
う
か
と
思
っ
て
」 

佐
和
「
え
？ 

私
た
ち
っ
て
言
う
の
は…

…

」 

虹
子
「
つ
ま
り
、
表
向
き
の
警
察
官
で
は
な
く
て
、

私
た
ち
須
堀
家
の
人
々
が
警
察
組
織
と
い
う
枠
か

ら
外
れ
て
自
由
な
捜
査
を
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ
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う
か
と
思
っ
て
」 

あ
か
ね
「
母
さ
ん
、
何
言
っ
て
る
の
？
」 

虹
子
「
だ
っ
て
悔
し
い
じ
ゃ
な
い
。
目
の
前
に
犯
人

が
い
る
の
に
、
権
力
や
圧
力
に
よ
っ
て
捕
ま
え
ら

れ
な
い
な
ん
て
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
警
察
組
織
の
名
が

廃
る
で
し
ょ
」 

元
気
「
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
で
き
る
ん
で
す
か
？
」 

虹
子
「
元
気
君
、
玲
奈
ち
ゃ
ん
。
現
行
犯
逮
捕
っ
て

一
般
の
人
で
も
で
き
る
っ
て
知
っ
て
る
？
」 

元
気
「
え
え
。
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
」 

玲
奈
「
ま
さ
か
、
私
た
ち
も
犯
人
捕
ま
え
る
ん
で
す

か
？
」 

虹
子
「
そ
う
い
う
こ
と
。
実
は
ね
、
も
う
こ
ん
な
の

も
作
っ
ち
ゃ
っ
た
の
よ
」 

と
、
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
の
手
錠
を
鞄
か
ら

取
り
出
し
、
一
同
に
見
せ
る
。 

元
気
「
何
作
っ
て
る
ん
で
す
か…

…

」 

虹
子
「
ど
う
？ 

良
い
で
し
ょ
」 

元
気
「
名
前
が
虹
子
だ
か
ら
っ
て
、
何
も
手
錠
ま
で

レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
に
す
る
こ
と
な
い
で
し
ょ
」 
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健
作
「
あ
の
、
本
部
長
。
お
言
葉
を
返
す
よ
う
で
す

け
ど
、
私
人
が
他
人
に
手
錠
を
か
け
る
こ
と
は
違

法
な
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」 

夏
代
「
他
人
が
口
出
し
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
わ
よ
。
法

事
は
終
わ
っ
た
ん
だ
か
ら
、
と
っ
と
と
帰
り
な
さ

い
よ
」 

健
作
「
俺
は
本
部
長
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
い
て
来

た
ん
だ
よ
」 

玲
奈
「
ち
ょ
っ
と
、
こ
ん
な
時
に
夫
婦
喧
嘩
な
ん
か

し
な
い
で
よ
」 

健
作
「
じ
ゃ
あ
お
前
は
、
こ
の
案
に
賛
成
な
の
か
」 

夏
代
「
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
」 

健
作
「
は
あ
？
」 

夏
代
「
私
だ
っ
て
、
権
力
や
圧
力
の
た
め
に
事
件
を

闇
に
葬
り
去
る
こ
と
な
ん
て
で
き
な
い
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
な
ら
、
ど
ん
な
犯
人
で
も
捕
ま
え
ら
れ
る

の
よ
。
力
入
る
じ
ゃ
な
い
」 

秋
彦
「
俺
も
乗
っ
た
！ 

ど
ん
な
犯
人
で
も
、
罪
を

犯
し
た
者
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
な
。
権
力
な
ん

か
に
負
け
て
た
ま
る
か
よ
。
そ
ん
な
も
の
に
隠
れ
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て
好
き
放
題
や
っ
て
る
奴
な
ん
か
ぶ
っ
飛
ば
し
て

や
る
よ
」 

冬
美
「
そ
う
ね
。
私
も
、
お
義
姉
さ
ん
の
話
に
賛
同

し
ま
す
」 

あ
か
ね
「
皆
さ
ん
、
何
も
う
ち
の
母
さ
ん
に
無
理
に

合
わ
せ
る
こ
と
な
ん
て
な
い
で
す
よ
」 

玲
奈
「
で
も
、
権
力
に
動
じ
な
い
人
た
ち
が
犯
人
捕

ま
え
る
の
っ
て
、
何
だ
か
カ
ッ
コ
い
い
じ
ゃ
な
い
」 

元
気
「
確
か
に
、
警
察
組
織
に
縛
ら
れ
ず
に
自
由
に

犯
人
を
逮
捕
で
き
る
シ
ス
テ
ム
は
良
い
か
も
し
れ

な
い
」 

佐
和
「
私
も
、
鑑
識
の
観
点
か
ら
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
！
」 

虹
子
「
み
ん
な
、
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
で
須
堀
捜
査

一
家
の
誕
生
ね
！ 

あ
、
ち
な
み
に
捜
査
一
家
の

『
か
』
は
、
『
家
』
っ
て
い
う
字
だ
か
ら
ね
」 

元
気
「
虹
子
伯
母
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
セ
ン
ス
に

は
脱
帽
で
す
わ
」 

と
、
夏
代
の
携
帯
電
話
が
鳴
る
。 

夏
代
「
は
い
、
も
し
も
し
。
え
、
廃
倉
庫
で
ホ
ー
ム
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レ
ス
の
遺
体
発
見
？ 

分
か
っ
た
わ
、
佐
和
さ
ん

と
一
緒
に
す
ぐ
臨
場
す
る
わ
。
（
と
佐
和
に
）
行

く
わ
よ
」 

佐
和
「
は
い
ッ
」 

夏
代

「
（

一
同
に
）
じ
ゃ
あ
、
私
た
ち
は
こ
れ
で
」 

と
、
夏
代
と
佐
和
、
荷
物
を
も
っ
て
飛
び
出

し
て
い
く
。 

と
、
秋
彦
の
携
帯
電
話
が
鳴
る
。 

秋
彦
「
も
し
も
し
、
俺
だ
。
そ
う
か
、
奴
が
と
う
と

う
し
っ
ぽ
を
巻
い
た
か
。
俺
も
今
か
ら
直
行
す
る
。

（
と
電
話
を
切
る
と
）
じ
ゃ
あ
、
俺
も
こ
れ
で
」 

と
、
飛
び
出
し
て
い
く―

―

冬
美
と
康
孝
の

電
話
が
鳴
る
。 

冬
美

「
（

電
話
に
）
も
し
も
し
。
え
？ 

は
い
、
分

か
り
ま
し
た
。
す
ぐ
向
か
い
ま
す
」 

康
孝

「
（

電
話
に
）
え
、
あ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
た

来
て
る
ん
で
す
か
？ 

は
い
、
す
ぐ
に
戻
り
ま
す
」 

元
気
「
二
人
と
も
、
ま
た
事
件
？
」 

頷
く
冬
美
と
康
孝
。 

元
気
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」 
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冬
美
・
康
孝
「
行
っ
て
き
ま
す
」 

と
、
出
て
い
く―

―

見
送
る
元
気
、
あ
か
ね
、

玲
奈
、
健
作
、
虹
子
。 

玲
奈
「
父
さ
ん
は
、
事
件
と
か
な
い
の
？
」 

健
作
「
俺
は
総
務
課
だ
か
ら
な
。
事
件
が
起
き
て
も

現
場
に
は
行
か
な
い
ん
だ
」 

元
気
「
地
域
課
は
平
和
そ
う
だ
ね
」 

あ
か
ね
「
そ
う
で
も
な
い
よ
。
違
反
切
符
切
っ
た
ら
、

見
逃
し
て
ほ
し
い
と
か
、
醜
い
言
い
訳
し
て
何
と

か
切
符
切
ら
れ
た
く
な
い
と
か
さ
」 

虹
子
「
こ
れ
ぐ
ら
い
騒
が
し
い
の
が
、
須
堀
家
ら
し

い
気
も
す
る
け
ど
。
ね
え
、
あ
な
た
」 

飾
ら
れ
て
い
る
春
雄
の
遺
影
を
見
る
虹
子
。 

 

45

 

中
央
署
・
全
景 

 

46

 

同
・
生
活
安
全
課 

康
孝
が
や
っ
て
く
る―

―

と
、
一
人
の
老

婆
・
一
ノ
瀬

い

ち

の

せ

よ
ね
（

79

）
が
座
っ
て
い
る
。 

康
孝
「
よ
ね
さ
ん
。
今
日
は
ど
う
し
た
の
？
」 
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よ
ね
「
刑
事
さ
ん
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
よ
。
お
金
を

取
ら
れ
た
ん
で
す
よ
」 

康
孝
「
ま
た
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
。
使
っ
ち
ゃ
っ
た

ん
で
し
ょ
。
こ
の
間
だ
っ
て
、
持
ち
合
わ
せ
が
な

い
か
ら
っ
て
、
万
引
き
し
ち
ゃ
っ
た
で
し
ょ
」 

よ
ね
「
本
当
に
お
金
を
取
ら
れ
た
ん
で
す
よ
。
（
と

預
金
通
帳
を
見
せ
て
）
ほ
ら
、
今
日
引
き
落
と
さ

れ
て
る
ん
で
す
よ
」 

康
孝
、
預
金
通
帳
を
見
る―

―

二
百
万
円
が

引
き
出
さ
れ
て
い
る
。 

康
孝
「
よ
ね
さ
ん
。
こ
れ
、
自
分
で
引
き
出
し
て
な

い
の
？
」 

よ
ね
「
え
え
」 

康
孝
「
じ
ゃ
あ
、
誰
が
引
き
出
し
た
の
？ 

誰
か
に

暗
証
番
号
と
か
教
え
ち
ゃ
っ
た
と
か
？
」 

よ
ね
「…
…

」 

康
孝
「
教
え
た
の
？
」 

よ
ね
「
そ
う
い
え
ば
、
消
費
者
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

っ
て
い
う
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
ロ
ー

ン
や
過
払
い
金
の
相
談
に
必
要
な
情
報
だ
か
ら
っ
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て
教
え
た
」 

康
孝
「…

…

よ
ね
さ
ん
、
そ
れ
詐
欺
だ
よ
。
騙
さ
れ

た
ん
だ
よ
」 

よ
ね
「
え…

…

？ 

じ
ゃ
あ
、
お
金
は…

…

？
」 

康
孝
「
取
り
戻
す
た
め
に
は
、
そ
の
相
談
セ
ン
タ
ー

を
名
乗
っ
た
犯
人
を
突
き
止
め
な
い
と
い
け
な
い

ん
だ
よ
」 

よ
ね
「
そ
ん
な…

…

」 

難
し
い
顔
の
康
孝
。 

 

47

 

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
・
全
景 

 

48

 

同
・
一
室 

固
定
電
話
や
携
帯
電
話
が
い
く
つ
も
並
べ
ら

れ
て
い
る―

―

デ
ス
ク
で
札
束
を
数
え
て
い

る
水
沼

み
ず
ぬ
ま

龍
一

り
ゅ
う
い
ち

（

26

）
。

部
下
た
ち
が
パ
ソ

コ
ン
で
仕
事
を
し
て
い
る
。 

部
下
Ａ
「
ボ
ス
。
あ
の
ば
あ
さ
ん
、
正
直
に
暗
証
番

号
教
え
て
く
れ
ま
し
た
よ
」 

龍
一
「
こ
れ
だ
か
ら
バ
バ
ア
は
騙
し
や
す
い
ん
だ
よ
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な
」 

と
、
龍
一
の
電
話
が
鳴
る
。 

龍
一
「
も
し
も
し
、
な
ん
だ
よ
親
父
。
あ
？ 

別
に

俺
が
何
や
ろ
う
と
勝
手
だ
ろ
う
よ
。
俺
に
も
し
も

の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
親
父
の
力
で
何
と
か
し
て

く
れ
よ
。
じ
ゃ
、
俺
忙
し
い
か
ら
」 

と
、
電
話
を
切
る
と
、
再
び
札
束
を
数
え
始

め
る
。 

部
下
Ｂ
「
親
父
さ
ん
で
す
か
？
」 

龍
一
「
あ
あ
」 

部
下
Ｂ
「
大
丈
夫
で
す
か
？
」 

龍
一
「
心
配
す
る
な
。
親
父
の
力
が
あ
れ
ば
、
俺
は

捕
ま
ら
な
い
ん
だ
よ
（
と
笑
い
出
す

）
」 

 

49

 

県
警
本
部
・
全
景
（
数
日
後
） 

 

50

 

同
・
本
部
長
室 

虹
子
が
仕
事
を
し
て
い
る―

―

ノ
ッ
ク
音
が

し
て
、
元
気
が
入
っ
て
く
る
。 

元
気
「
失
礼
し
ま
す
」 



 42 

虹
子
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
元
気
君
」 

元
気
「
す
げ
え
、
こ
こ
が
本
部
長
室
で
す
か
」 

虹
子
「
そ
う
よ
」 

元
気
「
こ
こ
に
来
る
ま
で
、
す
れ
違
う
刑
事
さ
ん
に

変
な
目
で
見
ら
れ
ま
し
た
よ
。
何
で
高
校
生
が
こ

ん
な
と
こ
ろ
い
る
ん
だ
み
た
い
な
顔
で
」 

虹
子
「
ま
あ
確
か
に
、
高
校
生
が
本
部
長
室
に
来
る

こ
と
な
ん
て
な
い
か
」 

元
気
「
そ
れ
よ
り
も
、
見
せ
た
い
も
の
っ
て
？
」 

虹
子
「
ち
ょ
っ
と
つ
い
て
き
て
」 

 

51

 

須
堀
捜
査
一
家
本
部
・
事
務
所 

県
警
本
部
隣
接
の
プ
レ
ハ
ブ
事
務
所
の
地
下

に
造
ら
れ
た
会
議
室
。 

元
気
と
虹
子
が
入
っ
て
く
る
。 

虹
子
「
ど
う
？ 

こ
こ
」 

元
気
「
随
分
本
格
的
に
作
っ
た
ん
で
す
ね
」 

虹
子
「
そ
り
ゃ
、
須
堀
捜
査
一
家
を
造
っ
た
以
上
は
、

ち
ゃ
ん
と
し
た
環
境
も
作
ら
な
き
ゃ
と
思
っ
て
」 

元
気
「
こ
こ
で
な
ら
、
捜
査
会
議
も
ち
ゃ
ん
と
で
き
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る
っ
て
こ
と
で
す
ね
」 

虹
子
「
そ
う
い
う
こ
と
」 

元
気
「
虹
子
伯
母
さ
ん
が
、
こ
の
捜
査
一
家
を
造
り

た
い
気
持
ち
は
、
こ
の
間
の
法
事
の
時
に
分
か
り

ま
し
た
け
ど
、
権
力
や
圧
力
で
揉
み
消
さ
れ
る
事

件
っ
て
、
そ
ん
な
に
あ
る
ん
で
す
か
？
」 

虹
子
「
無
い
と
言
っ
た
ら
、
嘘
に
な
る
わ
ね
」 

元
気
「
春
雄
伯
父
さ
ん
の
こ
と
も
、
こ
の
間
の
法
事

で
言
っ
て
ま
し
た
け
ど…

…
」 

虹
子
「
そ
う
よ
。
警
察
内
部
に
犯
人
は
い
る
。
で
も
、

何
か
の
圧
力
で
揉
み
消
さ
れ
る
こ
と
は
確
か
な
の
。

草
葉
の
陰
か
ら
泣
い
て
る
わ
よ
、
う
ち
の
人
も
」 

元
気
「…

…

」 

虹
子
「
警
察
官
が
殺
害
さ
れ
た
の
に
、
未
だ
犯
人
は

捕
ま
っ
て
な
い
。
殺
人
罪
の
時
効
が
廃
止
に
な
っ

た
と
は
い
え
、
う
ち
の
人
を
殺
害
し
た
犯
人
は
、

ま
だ
平
然
と
生
活
を
し
て
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
許

せ
な
い
の
に
、
そ
の
犯
人
が
警
察
内
部
に
い
る
か

も
し
れ
な
い
の
よ
。
事
件
当
時
、
県
警
本
部
だ
っ

て
絶
対
に
何
か
を
掴
ん
で
た
は
ず
。
で
も
、
そ
こ
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か
ら
事
件
に
関
す
る
証
拠
は
何
一
つ
出
て
こ
な
か

っ
た
。
あ
の
人
の
無
念
を
晴
ら
す
た
め
に
も
、
私

は
真
相
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
の
」 

元
気
「
伯
母
さ
ん…

…

」 
虹
子
「
こ
こ
ま
で
来
る
の
に
、
長
い
道
の
り
だ
っ
た

わ
よ
」 

元
気
「
そ
り
ゃ
、
県
警
本
部
長
な
ん
て
誰
で
も
な
れ

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
も
ん
ね
」 

虹
子
「
こ
こ
ま
で
来
た
ら
、
絶
対
何
か
見
え
て
く
る
。

私
は
そ
う
信
じ
て
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
須
堀

捜
査
一
家
を
造
っ
た
の
よ
」 

元
気
「…

…

」 

虹
子
「
元
気
君
。
力
を
貸
し
て
」 

元
気
「
は
い
ッ…
…

！
」 

 

52

 

中
央
署
・
生
活
安
全
課 

康
孝
が
、
険
し
い
顔
を
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の

映
像
を
見
て
い
る―

―

同
僚
刑
事
が
や
っ
て

く
る
と
、 

同
僚
Ａ

「
（

防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
を
見
て
）
あ
れ
、
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こ
の
男
、
ど
っ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
」 

康
孝
「
え
？
」 

同
僚
Ａ
「
あ
、
思
い
出
し
た
。
こ
い
つ
、
詐
欺
の
常

習
犯
で
す
」 

康
孝
「
何
ッ…

…

？
」 

と
、
別
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
を
見
る
と
、 

康
孝
「
こ
の
ビ
ル
に
入
っ
て
い
く
な
」 

同
僚
Ａ
「
や
っ
ぱ
り
、
変
わ
っ
て
な
い
ん
だ
な
」 

康
孝
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」 

同
僚
Ａ
「
こ
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
五
階
が
、
こ
い
つ

ら
の
ア
ジ
ト
な
ん
で
す
よ
」 

康
孝
「
だ
っ
た
ら
す
ぐ
逮
捕
で
き
る
だ
ろ
」 

同
僚
Ａ
「
そ
れ
が
、
い
つ
も
逮
捕
で
き
な
い
ん
で
す
」 

康
孝
「
何
で
だ
よ
」 

同
僚
Ａ
「
ど
う
も
、
圧
力
が
か
か
っ
て
る
み
た
い
で
」 

康
孝
「
こ
の
詐
欺
グ
ル
ー
プ
、
た
だ
の
半
グ
レ
と
か

じ
ゃ
な
さ
そ
う
だ
な
。
ち
ょ
っ
と
出
て
く
る
」 

同
僚
Ａ
「
あ
、
須
堀
さ
ん…

…

」 

康
孝
、
颯
爽
と
出
て
い
く
。 
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53

 

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
・
一
室 

札
束
を
数
え
て
い
る
龍
一―

―

帽
子
を
深
く

被
っ
た
父
・
一
郎

い
ち
ろ
う

（

63

）
が
来
て
お
り
、

話
し
て
い
る
。 

一
郎
「
い
つ
ま
で
こ
ん
な
こ
と
続
け
る
つ
も
り
だ
」 

龍
一
「
さ
あ
な
」 

一
郎
「
も
う
こ
れ
以
上
は
庇
い
き
れ
ん
ぞ
」 

龍
一
「
親
父
の
力
が
あ
れ
ば
、
何
と
で
も
な
る
だ
ろ
」 

一
郎
「…

…

」 

龍
一
「
ま
だ
ま
だ
、
親
父
の
力
を
使
っ
て
、
稼
が
せ

て
も
ら
う
ぞ
（
と
百
万
円
の
束
を
一
郎
に
渡
す
）
」 

一
郎
「
こ
ん
な
も
の
い
ら
ん
ッ
」 

と
、
札
束
を
投
げ
捨
て
る
と
、
憤
然
と
去
っ

て
い
く
。 

 

54

 

同
・
表 

康
孝
が
張
り
込
ん
で
い
る―

―

と
、
一
郎
が

周
囲
を
気
に
し
な
が
ら
、
コ
ソ
コ
ソ
と
去
っ

て
い
く
。 

康
孝
「
あ
れ
が
、
黒
幕
か
？
」 
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と
、
一
台
の
黒
い
セ
ダ
ン
が
や
っ
て
く
る―

―

一
郎
、
帽
子
を
取
り
、
後
部
座
席
に
乗
り

込
む
。 

康
孝
「
あ
の
男…

…

ま
さ
か…

…

」 

 

55

 

同
・
本
部
長
室 

虹
子
が
仕
事
を
し
て
い
る―

―

ノ
ッ
ク
音
が

す
る
。 

虹
子
「
は
い
」 

と
、
ド
ア
が
開
き
、
康
孝
が
入
っ
て
く
る
。 

康
孝
「
失
礼
し
ま
す
」 

虹
子
「
あ
ら
、
ど
う
し
た
の
？
」 

康
孝
「
例
の
捜
査
一
家
と
し
て
ご
相
談
し
た
い
案
件

が
あ
り
ま
し
て
」 

虹
子
「
詳
し
く
聞
き
ま
し
ょ
う
」 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
話
し
て
い
る
虹
子
と
康

孝―
―

書
類
を
虹
子
に
渡
す
康
孝
。 

虹
子
「
水
沼
っ
て
、
前
法
務
大
臣
の
？
」 

康
孝
「
え
え
。
う
ち
の
生
活
安
全
課
に
相
談
し
に
来
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た
お
年
寄
り
が
、
こ
の
水
沼
の
息
子
が
仕
切
っ
て

い
る
詐
欺
グ
ル
ー
プ
に
二
百
万
騙
さ
れ
た
そ
う
な

ん
で
す
」 

虹
子
「
二
百
万…

…

」 
康
孝
「
詐
欺
グ
ル
ー
プ
に
し
て
は
、
す
ぐ
に
身
元
が

バ
レ
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
の
で
調
べ
て
み
た
ら
、

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ス
が
水
沼
の
息
子
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
水
沼
の
部

下
た
ち
は
詐
欺
で
何
度
も
逮
捕
さ
れ
て
ま
す
が
、

す
ぐ
釈
放
さ
れ
て
る
ん
で
す
」 

虹
子
「
首
謀
者
が
息
子
と
な
れ
ば
、
間
違
い
な
く
水

沼
に
よ
っ
て
、
中
央
署
に
圧
力
が
か
か
っ
て
る
わ

ね
」 

康
孝
「
そ
の
可
能
性
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
の
事
件
、
何
と
か
解
決
し
た
く
て
」 

虹
子
「
そ
う
ね…

…

よ
し
、
早
速
み
ん
な
を
集
め
ま

し
ょ
う
」 

 

56

 

須
堀
捜
査
一
家
本
部
・
事
務
所 

元
気
、
康
孝
、
冬
美
、
虹
子
、
あ
か
ね
、
夏
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代
、
玲
奈
、
秋
彦
、
佐
和
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
関
係
者
の
写
真
や
情
報

が
記
さ
れ
て
い
る
。 

虹
子
「
今
回
の
被
害
者
は
、
生
活
安
全
課
の
康
孝
さ

ん
の
元
を
訪
れ
た
お
年
寄
り
、
一
ノ
瀬
よ
ね
さ
ん
」 

康
孝
「
消
費
者
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
る
職
員

に
、
銀
行
口
座
の
暗
証
番
号
を
伝
え
て
し
ま
い
、

二
百
万
を
騙
し
取
ら
れ
ま
し
た
」 

玲
奈
「
お
年
寄
り
か
ら
お
金
騙
す
な
ん
て
許
せ
な
い
」 

虹
子
「
こ
の
詐
欺
グ
ル
ー
プ
の
元
締
め
は
、
水
沼
龍

一
。
前
法
務
大
臣
だ
っ
た
水
沼
一
郎
の
息
子
」 

秋
彦

「
（

写
真
を
見
て
）
悪
そ
う
な
顔
し
て
る
な
」 

元
気
「
秋
彦
伯
父
さ
ん
も
、
言
う
て
悪
い
顔
し
て
ま

す
よ
」 

秋
彦
「
そ
う
か
？
」 

元
気
「
前
科
四
犯
み
た
い
な
顔
し
て
ま
す
」 

秋
彦
「
ど
ん
な
顔
だ
よ
」 

康
孝
「
息
子
の
龍
一
は
、
詐
欺
の
常
習
犯
で
す
が
、

全
部
父
親
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
事
情
聴
取
は
受
け

て
ま
す
が
、
そ
の
日
の
う
ち
の
釈
放
さ
れ
て
ま
す
」 
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冬
美
「
典
型
的
な
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
バ
カ
息
子

っ
て
わ
け
だ
」 

虹
子
「
部
下
た
ち
も
、
逮
捕
は
さ
れ
て
る
も
の
の
、

す
ぐ
に
釈
放
さ
れ
て
ま
す
。
お
そ
ら
く
こ
こ
に
も
、

水
沼
の
圧
力
が
か
か
っ
て
る
か
と
」 

康
孝
「
そ
れ
に
、
同
じ
よ
う
な
手
口
で
、
金
を
だ
ま

し
取
ら
れ
た
と
い
う
相
談
案
件
が
い
く
つ
も
来
て

い
ま
す
」 

あ
か
ね
「
消
費
者
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
る
職

員
っ
て
や
つ
で
す
か
？
」 

康
孝
「
調
書
を
調
べ
た
ら
、
相
談
者
は
皆
『
消
費
者

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
暗
証
番
号
を
教
え

た
』
と
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

み
ん
な
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
で
、
大
半
は
一

人
暮
ら
し
で
す
」 

佐
和
「
被
害
者
層
も
狙
っ
た
、
計
画
的
な
犯
行
っ
て

こ
と
は
間
違
い
な
い
で
す
ね
」 

夏
代
「
逮
捕
の
後
に
す
ぐ
釈
放
さ
れ
た
っ
て
言
っ
た

け
ど
、
一
回
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
、
何
回
も
同
じ
犯
行
を
繰
り
返
し
て
る
わ
ね
」 



 51 

康
孝
「
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
。
過
去
の
資
料
を
見

た
の
で
す
が
、
や
は
り
同
じ
手
口
の
犯
行
を
何
回

も
や
っ
て
ま
し
た
」 

あ
か
ね
「
懲
り
な
い
ん
だ
ね
。
一
回
警
察
の
厄
介
に

な
っ
て
、
そ
れ
で
も
ま
だ
同
じ
よ
う
な
罪
を
犯
す

な
ん
て
」 

玲
奈
「
結
局
、
父
親
が
全
部
揉
み
消
し
て
く
れ
て
る

か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
無
敵
状
態
な
ん
で
し
ょ
」 

虹
子
「
そ
う
い
う
犯
罪
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
須
堀

捜
査
一
家
の
出
番
と
い
う
わ
け
」 

夏
代
「
そ
れ
で
、
ど
う
い
う
風
に
グ
ル
ー
プ
一
味
を

捕
ま
え
る
の
？ 

普
通
に
捕
ま
え
た
っ
て
、
結
局

は
い
つ
も
通
り
揉
み
消
さ
れ
る
の
が
オ
チ
で
し
ょ
」 

冬
美
「
そ
う
よ
ね
」 

虹
子
「
せ
っ
か
く
集
ま
っ
た
こ
の
顔
ぶ
れ
よ
。
こ
こ

は
、
須
堀
家
一
同
の
連
携
プ
レ
イ
で
行
き
ま
し
ょ

う
」 

 

57

 

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
・
表 

杖
を
つ
い
て
白
髭
を
つ
け
て
老
父
の
役
を
し
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て
い
る
元
気―

―

制
服
姿
で
付
き
添
っ
て
い

る
玲
奈
。 

元
気
「
何
で
俺
が
こ
ん
な
役
を
」 

玲
奈
「
し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
、
あ
ん
た
演
劇
部
な

ん
だ
か
ら
」 

と
、
龍
一
の
部
下
Ａ
が
待
っ
て
い
る
。 

元
気

「
（

お
じ
い
さ
ん
声
で
）
あ
の
、
す
い
ま
せ
ん
。

電
話
し
た
山
田
で
す
が
」 

部
下
Ａ
「
山
田
さ
ん
。
お
待
ち
し
て
ま
し
た
」 

元
気
、
鞄
か
ら
封
筒
を
出
し
て
、
部
下
Ａ
に

渡
す
。 

元
気

「
（

お
じ
い
さ
ん
声
で
）
こ
れ
を
払
え
ば
、
過

払
い
金
が
戻
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
」 

部
下
Ａ
「
は
い
、
も
ち
ろ
ん
で
す
」 

と
、
物
陰
か
ら
様
子
を
見
張
っ
て
い
る
康
孝

と
秋
彦―

―

近
く
の
駐
車
場
に
止
ま
っ
て
い

る
車
の
中
か
ら
様
子
を
見
て
い
る
夏
代
、
佐

和
、
虹
子
。 

佐
和
「
大
丈
夫
か
し
ら
」 

夏
代
「
あ
の
二
人
な
ら
、
ち
ゃ
ん
と
良
い
ス
タ
ー
ト



 53 

を
切
っ
て
く
れ
る
わ
よ
」 

虹
子
「
そ
う
ね
」 

と
、
部
下
Ａ
が
戻
ろ
う
と
す
る
と
、
腕
を
つ

か
む
元
気
。 

元
気

「
（

お
じ
い
さ
ん
声
で
）
あ
の
、
や
っ
ぱ
り
そ

の
お
金
返
し
て
く
れ
ん
か
の
う
」 

部
下
Ａ
「
こ
ち
ら
を
い
た
だ
か
な
い
と
、
過
払
い
金

は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
け
ど
」 

玲
奈
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
詐
欺
か
も
し
れ
な
い

よ
？
」 

部
下
Ａ
「
そ
ん
な
わ
け
な
い
だ
ろ
ッ
」 

と
、
康
孝
と
秋
彦
が
通
り
か
か
る
。 

康
孝
「
ど
う
し
ま
し
た
？
」 

部
下
Ａ
「
い
や
、
別
に
」 

元
気
、
部
下
Ａ
の
腕
を
し
っ
か
り
と
つ
か
ん

で
い
る
。 

元
気

「
（

お
じ
い
さ
ん
声
で
）
ご
じ
ょ
う
だ
か
ら
、

返
し
て
く
れ
」 

康
孝
「
何
で
す
か
、
そ
の
封
筒
は
」 

部
下
Ａ
「
い
や
、
こ
れ
は…

…

」 
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と
、
元
気
を
投
げ
飛
ば
す
と
、
走
っ
て
そ
の

場
を
去
っ
て
い
く
。 

元
気
「
い
て
！
」 

康
孝
「
こ
ら
待
て
！
（
と
走
っ
て
追
い
か
け
る

）
」 

元
気
「
馬
鹿
野
郎
。
年
寄
り
を
い
た
わ
れ
！ 

（
と

白
髭
を
取
る
と
）
あ
と
は
大
人
た
ち
に
任
せ
よ
う
」 

玲
奈
「
名
演
技
だ
っ
た
わ
よ
」 

元
気
「
サ
ン
キ
ュ
ー
！
」 

秋
彦
「
よ
し
、
じ
ゃ
あ
こ
こ
の
後
始
末
は
俺
だ
な
」 

元
気
「
お
願
い
し
ま
す
ッ
！
」 

 

58

 

同
・
一
室 

秋
彦
が
乗
り
込
ん
で
く
る
。 

秋
彦
「
お
い
！ 

警
察
だ
。
お
と
な
し
く
し
た
方
が

身
の
た
め
だ
ぞ
」 

と
、
驚
く
龍
一
と
部
下
た
ち
。 

龍
一
「
お
い
、
お
前
ら
逃
げ
る
ぞ
」 

と
、
秋
彦
に
反
抗
し
な
が
ら
出
て
い
く
。 

秋
彦
「
お
い
お
い
、
そ
う
慌
て
る
な
っ
て
」 

と
、
呑
気
に
後
を
追
い
か
け
る
。 
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同
・
表 

龍
一
と
部
下
た
ち
が
出
て
く
る
と
、
止
め
て

あ
る
車
に
乗
り
込
み
、
急
発
車
す
る
。 

そ
の
近
く
に
止
め
て
あ
る
車
の
中
に
乗
っ
て

い
る
虹
子
、
夏
代
、
佐
和―

―

虹
子
、
電
話

を
か
け
る
。 

虹
子
「
あ
か
ね
。
今
、
そ
っ
ち
の
方
向
に
向
か
っ
た

わ
。
車
の
ナ
ン
バ
ー
は
前
に
伝
え
た
通
り
よ
」 

 

60

 

表
通
り
の
道 

路
肩
に
止
め
て
い
る
パ
ト
カ
ー
に
乗
っ
て
い

る
あ
か
ね
。 

あ
か
ね

「
（

電
話
に
向
か
っ
て
）
分
か
っ
た
母
さ
ん
。

後
は
任
せ
て
」 

と
、
狭
い
道
路
か
ら
龍
一
の
乗
っ
た
車
が
横

切
っ
て
い
く―

―

あ
か
ね
、
そ
れ
を
確
認
す

る
と
パ
ト
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
パ
ト
カ
ー
を
発

信
さ
せ
る
。 

あ
か
ね
「
前
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
、
止
ま
り
な
さ
い
」 
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61

 

龍
一
の
車
の
中 

龍
一
「
何
で
こ
ん
な
に
も
警
察
が
近
く
に
い
る
ん
だ

よ
」 

部
下
Ｂ
「
ボ
ス
、
ど
う
し
ま
す
？
」 

龍
一
「
逃
げ
る
し
か
な
い
だ
ろ
」 

 

62

 

表
通
り
の
道 

龍
一
の
乗
っ
た
車
が
追
い
越
し
車
線
を
使
い

な
が
ら
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
い
く―

―

そ

の
後
を
追
い
か
け
る
あ
か
ね
の
運
転
す
る
パ

ト
カ
ー
。 

 

63

 

狭
い
道 

部
下
Ａ
が
走
っ
て
逃
げ
て
お
り
、
後
を
追
い

か
け
る
康
孝―

―

と
、
乗
用
車
が
前
に
通
り

か
か
る
。
夏
代
が
運
転
し
、
助
手
席
に
虹
子
、

後
部
座
席
に
佐
和
。 

夏
代
「
乗
っ
て
！ 

追
わ
れ
て
る
ん
で
し
ょ
？
」 

部
下
Ａ
「
誰
か
分
か
ら
ね
え
け
ど
、
助
か
る
！
」 
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と
、
車
の
後
部
座
席
に
乗
り
込
む
。 

康
孝
「
後
は
頼
み
ま
す
」 

と
、
敬
礼
を
し
て
見
送
る
。 

 
64

 
夏
代
が
運
転
す
る
乗
用
車
の
中 

部
下
Ａ
「
い
や
、
助
か
っ
た…

…

。
警
察
に
追
わ
れ

て
た
ん
だ
よ
」 

虹
子
「
ね
え
君
。
小
さ
い
頃
、
習
わ
な
か
っ
た
？ 

知
ら
な
い
人
の
車
に
乗
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
っ
て
」 

部
下
Ａ
「
え…

…

？
」 

と
、
夏
代
が
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る―

―

夏
代
、

虹
子
、
佐
和
、
一
斉
に
警
察
手
帳
を
見
せ
る
。 

部
下
Ａ
「
嘘
だ
ろ…

…

」 

佐
和
「
は
い
、
指
紋
取
り
ま
す
よ
ー
（
と
部
下
Ａ
の

手
を
つ
か
む

）
」 

今
に
も
泣
き
そ
う
な
部
下
Ａ
。 

 

65

 

道 龍
一
の
乗
る
車
が
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
通
過
す

る
。 
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66

 

龍
一
の
乗
る
車
の
中 

部
下
Ｂ
「
あ
の
パ
ト
カ
ー
、
も
う
追
っ
て
こ
な
く
な

り
ま
し
た
ね
」 

龍
一
「
追
い
つ
か
れ
て
た
ま
る
か
よ
」 

と
、
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
る―

―

龍
一
、
バ

ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
見
る
と
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
白

バ
イ
が
追
い
か
け
て
く
る
の
が
見
え
る
。 

龍
一
「
え
、
白
バ
イ
？
」 

 

67

 

道 白
バ
イ
を
運
転
し
て
い
る
冬
美
。 

冬
美
「
は
い
、
前
の
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
止
ま
り
な
さ
い
」 

 

68

 

龍
一
の
乗
る
車 

部
下
Ｂ
「
ど
う
す
る
ん
で
す
？
」 

龍
一
「
と
に
か
く
逃
げ
る
し
か
な
い
だ
ろ
」 

 

69

 

道 龍
一
の
乗
る
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
走
っ
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て
い
く―

―

そ
の
後
を
追
う
冬
美
の
運
転
す

る
白
バ
イ
。 

 

70
 

ふ
頭 

乗
用
車
が
止
ま
っ
て
い
る―

―

そ
の
中
に
乗

っ
て
い
る
夏
代
、
虹
子
、
佐
和
、
部
下
Ａ
。 

パ
ト
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る―

―

そ
の
中
に

乗
っ
て
い
る
元
気
、
玲
奈
、
康
孝
、
あ
か
ね
、

秋
彦
。 

元
気
「
本
当
に
、
こ
こ
に
来
る
の
か
な
？
」 

秋
彦
「
冬
美
の
追
跡
は
、
ち
ゃ
ん
と
計
画
的
に
な
っ

て
る
ん
だ
。
上
手
い
こ
と
誘
導
し
て
、
こ
こ
ま
で

来
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
る
ん
だ
」 

元
気
「
母
さ
ん
、
そ
ん
な
技
術
あ
っ
た
ん
だ
」 

玲
奈
「
来
た
！
」 

元
気
「
え
？
」 

と
、
龍
一
の
乗
る
車
と
冬
美
の
運
転
す
る
白

バ
イ
が
や
っ
て
く
る
。 

康
孝
「
さ
す
が
は
冬
美
」 

元
気
「
母
さ
ん
、
す
げ
え
な
」 
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あ
か
ね
「
元
気
、
そ
ろ
そ
ろ
構
え
た
方
が
良
い
ん
じ

ゃ
な
い
？
」 

元
気
「
う
ん
、
そ
う
す
る
」 

元
気
、
パ
ト
カ
ー
か
ら
降
り
る
と
、
カ
ラ
ー

ボ
ー
ル
と
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
持

っ
て
い
る
。 

元
気
、
龍
一
の
乗
る
車
の
前
に
現
れ
る
と
、

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
ラ
ン
チ
ャ
ー
に
カ
ラ
ー
ボ
ー

ル
を
詰
め
る
。 

元
気
「
権
力
が
何
だ
。
圧
力
が
何
だ
。
ど
ん
な
犯
罪

だ
っ
て
、
俺
た
ち
家
族
が
許
し
ま
せ
ん
！
」 

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
龍
一
の
車
に

向
け
る
。 

元
気
「
発
射
！
（
と
ボ
ー
ル
を
打
つ

）
」 

カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
が
、
龍
一
の
車
の
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
に
付
着
す
る
。
視
界
を
見
失
い
急
停

車
す
る
龍
一
の
車―

―

康
孝
が
や
っ
て
く
る

と
、
運
転
席
を
開
け
、
龍
一
を
車
か
ら
降
ろ

し
、
虹
色
の
手
錠
を
か
け
る
。 

康
孝
「
水
沼
龍
一
、
詐
欺
の
罪
で
逮
捕
す
る
」 
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龍
一
「
俺
は
捕
ま
ら
な
い
ん
だ
よ
。
親
父
の
力
を
借

り
れ
る
か
ら
な
」 

と
、
玲
奈
が
や
っ
て
く
る
と
、 

玲
奈
「
そ
れ
は
無
理
よ
。
あ
ん
た
と
お
父
さ
ん
の
情

報
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
マ
ス
コ
ミ
を
使
っ
て
、
私
が
情
報

を
流
し
た
か
ら
（
と
ス
マ
ホ
を
見
せ
る

）
」 

龍
一
「
そ
ん
な…

…
」 

秋
彦
が
や
っ
て
く
る
と
、
運
転
席
か
ら
部
下

Ａ
を
無
理
や
り
引
き
ず
り
下
ろ
し
、 

秋
彦
「
下
り
ろ
、
ゴ
ラ
ァ
！ 

（
と
虹
色
の
手
錠
を

か
け
て
）
て
め
え
の
こ
と
も
、
た
っ
ぷ
り
取
り
調

べ
て
や
る
か
ら
覚
悟
し
と
け
よ
」 

部
下
Ａ

「
（

怯
え
て
）
あ…

…

は
い…

…

」 

秋
彦
「
馬
鹿
野
郎
ッ
（
と
部
下
Ａ
の
頭
を
叩
く

）
」 

康
孝
「
俺
た
ち
は
、
権
力
や
圧
力
な
ん
て
怖
く
な
い

ん
だ
。
組
織
で
動
い
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
、
家
族
で

動
い
て
る
ん
だ
か
ら
な
」 

龍
一
「
家
族…

…

？
」 

元
気
「
俺
た
ち
、
み
ん
な
親
戚
な
ん
だ
よ
。
家
族
が

揃
え
ば
、
ど
ん
な
事
件
が
来
た
っ
て
怖
く
な
い
ん
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だ
よ
」 虹

子
、
夏
代
、
佐
和
、
冬
美
、
あ
か
ね
も
や

っ
て
き
て
、
一
同
で
龍
一
を
取
り
囲
む
。 

虹
子
「
私
た
ち
は
、
あ
ん
た
み
た
い
に
権
力
に
頼
っ

て
犯
罪
を
甘
く
見
て
る
よ
う
な
奴
ら
を
ち
ゃ
ん
と

捕
ま
え
る
の
」 

あ
か
ね
「
家
族
の
力
、
甘
く
見
る
ん
じ
ゃ
な
い
よ
」 

冬
美
「
ス
ピ
ー
ド
違
反
と
信
号
無
視
も
、
余
罪
に
入

れ
る
わ
ね
」 

佐
和
「
さ
っ
き
採
取
し
た
指
紋
、
し
っ
か
り
鑑
定
さ

せ
て
も
ら
う
か
ら
」 

夏
代
「
さ
、
じ
っ
く
り
と
話
聞
か
せ
て
も
ら
お
う
か
」 

龍
一
「…

…

降
参
で
す
（
と
そ
の
場
に
し
ゃ
が
み
込

む

）
」 

 

71

 

中
央
署
・
全
景
（
数
日
後
） 

 

72

 

同
・
生
活
安
全
課 

新
聞
を
見
て
い
る
康
孝―

―

『
水
沼
前
法
務

大
臣 

議
員
辞
任
！
』
の
記
事
を
読
ん
で
い
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る
。 

 

73

 

道 違
反
切
符
を
発
行
し
て
い
る
あ
か
ね―

―

街

頭
テ
レ
ビ
に
、
『
水
沼
前
法
務
大
臣 

議
員

辞
任
』
の
ニ
ュ
ー
ス
が
映
っ
て
い
る
。 

あ
か
ね

「
（

呟
い
て
）
自
業
自
得
だ
ね
」 

 

74

 

県
警
本
部
・
本
部
長
室 

虹
子
が
、
窓
か
ら
の
景
色
を
眺
め
て
い
る―

―

席
に
着
座
す
る
と
、
机
の
上
に
飾
ら
れ
て

い
る
春
雄
の
写
真
を
見
つ
め
る
。 

虹
子
「
あ
な
た
、
待
っ
て
て
ね
。
真
相
は
、
必
ず
私

た
ち
家
族
で
暴
く
か
ら…

…

」 

 

75

 

中
央
高
校
・
廊
下 

元
気
と
玲
奈
が
歩
い
て
い
る
。 

元
気
「
お
前
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
影
響
力
っ
て
、
す
ご
い

ん
だ
な
」 

玲
奈
「
ど
う
？ 

少
し
は
私
の
こ
と
見
直
し
た
？
」 
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元
気
「
元
々
お
前
の
こ
と
は
評
価
し
て
た
よ
」 

玲
奈
「
へ
え
、
そ
ん
な
記
憶
な
い
ん
だ
け
ど
」 

元
気
「
ま
あ
、
何
は
と
も
あ
れ
だ
よ
。
こ
れ
で
、
一

つ
の
事
件
が
解
決
で
き
た
ん
だ
か
ら
」 

玲
奈
「
そ
れ
も
そ
う
だ
ね
。
で
も
さ
、
詐
欺
で
だ
ま

し
取
っ
た
お
金
っ
て
、
あ
い
つ
ら
が
使
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

元
気
「
そ
れ
が
ね
、
返
金
す
る
中
で
足
り
な
か
っ
た

分
は
、
父
親
が
立
て
替
え
る
ん
だ
っ
て
。
金
持
っ

て
る
人
は
そ
う
い
う
対
処
も
す
ぐ
に
で
き
て
羨
ま

し
い
よ
」 

玲
奈
「
結
局
、
最
後
ま
で
父
親
の
力
を
借
り
た
っ
て

わ
け
だ
」 

元
気
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
息
子
で
も
、
や
っ
ぱ
り

家
族
だ
か
ら
、
父
親
と
し
て
見
捨
て
ら
れ
な
か
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
」 

玲
奈
「
家
族
の
縁
っ
て
さ
、
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と
が
な

い
限
り
、
切
れ
な
い
よ
ね
」 

元
気
「
絶
縁
状
態
な
家
族
と
か
、
籍
を
抜
く
親
子
も

い
る
か
ら
ね
」 
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玲
奈
「
父
さ
ん
と
母
さ
ん
、
も
う
一
回
結
婚
し
て
く

れ
な
い
か
な
」 

元
気
「
や
っ
ぱ
り
、
健
作
伯
父
さ
ん
が
家
に
い
な
い

と
寂
し
い
？
」 

玲
奈
「
ま
あ
ね
。
母
さ
ん
、
家
に
い
て
も
さ
、
い
っ

つ
も
事
件
の
こ
と
ば
っ
か
り
考
え
て
る
か
ら
。
結

局
そ
れ
が
離
婚
の
原
因
に
も
な
っ
た
わ
け
だ
し
」 

元
気
「
夏
代
伯
母
さ
ん
は
仕
事
人
間
だ
か
ら
ね
。
こ

の
間
の
春
雄
伯
父
さ
ん
の
法
事
の
時
だ
っ
て
、
殺

伐
と
し
た
オ
ー
ラ
出
し
て
た
か
ら
ね
」 

玲
奈
「
私
の
願
望
な
の
。
二
人
が
よ
り
戻
し
て
く
れ

る
こ
と
が
。
半
分
以
上
は
諦
め
て
る
け
ど
さ
、
そ

う
い
う
気
持
ち
で
い
な
い
と
、
何
だ
か
父
さ
ん
が

不
憫
と
い
う
か…
…

」 

元
気
「
離
婚
し
た
当
人
同
士
は
良
い
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
子
ど
も
が
被
害
者
に
な
っ
て
る
っ
て
こ
と

を
、
夏
代
伯
母
さ
ん
に
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

ね
」 

玲
奈
「
そ
ん
な
こ
と
分
か
る
よ
う
な
人
じ
ゃ
な
い
け

ど
ね
、
う
ち
の
母
さ
ん
は
」 
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元
気
「…

…

」 

 

76

 

中
央
署
・
廊
下 

夏
代
が
歩
い
て
い
る―

―

反
対
側
か
ら
健
作

が
や
っ
て
く
る
。
が
、
目
も
合
わ
せ
ず
す
れ

違
っ
て
い
く
二
人
。 

健
作
「
あ
の
さ…

…
」 

夏
代

「
（

立
ち
止
ま
っ
て
）…

…

」 

健
作
「
養
育
費
の
件
、
あ
と
二
年
で
良
い
の
か
？
」 

夏
代
「
あ
の
子
が
大
学
に
行
き
た
い
っ
て
言
っ
た
ら
、

ま
た
相
談
す
る
わ
」 

健
作
「
そ
っ
か
。
あ
と
さ…

…

」 

と
、
そ
そ
く
さ
と
去
っ
て
い
く
夏
代―

―
憮

然
と
見
送
る
健
作
。 

 

77

 

須
堀
家
・
全
景
（
夜
） 

 

78

 

同
・
リ
ビ
ン
グ 

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
玉
ね
ぎ
の
束
が
転
が
っ
て

い
る
。 
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冬
美
「
何
こ
れ
？
」 

康
孝
「
よ
ね
さ
ん
が
、
今
日
持
っ
て
き
て
く
れ
た
ん

だ
。
お
金
が
戻
っ
て
き
た
お
礼
だ
っ
て
」 

元
気
「
こ
ん
な
に
ど
う
し
た
の
？
」 

康
孝
「
自
分
ち
の
畑
で
作
っ
た
や
つ
だ
っ
て
」 

元
気
「
へ
え
」 

康
孝
「
け
ど
さ
、
ち
ゃ
ん
と
蓄
え
も
あ
っ
て
、
畑
で

野
菜
作
り
も
し
て
る
よ
う
な
人
が
さ
、
ど
う
し
て

万
引
き
な
ん
て
し
て
た
ん
だ
ろ
」 

元
気
「
多
分
、
寂
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」 

康
孝
「
え
？
」 

元
気
「
誰
か
に
構
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
ん
だ
よ
。

お
金
が
あ
っ
て
も
寂
し
い
も
の
は
寂
し
い
ん
だ
よ
。

そ
れ
に
今
回
み
た
い
に
さ
、
お
金
が
あ
っ
た
か
ら

騙
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
だ
っ
て
あ
る
ん
だ
し
。
お

金
っ
て
面
倒
く
さ
い
ね
」 

冬
美
「
そ
う
い
う
困
っ
て
い
る
地
域
の
人
た
ち
を
助

け
る
の
も
、
捜
査
一
家
の
役
割
に
し
た
い
わ
ね
」 

元
気
「
母
さ
ん
も
随
分
乗
り
気
じ
ゃ
ん
」 

冬
美
「
結
構
ハ
マ
り
そ
う
。
こ
の
活
動
」 
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康
孝
「
仕
事
も
ち
ゃ
ん
と
し
ろ
よ
」 

冬
美
「
分
か
っ
て
る
わ
よ
。
で
も
こ
う
い
う
活
動
を

し
て
い
く
う
ち
に
、
春
雄
兄
さ
ん
の
事
件
の
真
相

も
明
ら
か
に
な
っ
た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
」 

康
孝
「
そ
う
だ
な…

…

」 

元
気
「
俺
も
、
今
回
み
ん
な
と
一
緒
に
犯
人
逮
捕
で

き
て
良
か
っ
た
。
い
つ
か
は
み
ん
な
で
、
春
雄
伯

父
さ
ん
を
殺
害
し
た
犯
人
、
捕
ま
え
た
い
よ
ね
。

誰
よ
り
も
、
一
番
こ
の
手
で
犯
人
を
捕
ま
え
た
い

っ
て
思
っ
て
る
の
は
虹
子
伯
母
さ
ん
だ
と
思
う
け

ど
」 

康
孝
「
そ
う
だ
な
」 

冬
美
「
春
雄
兄
さ
ん
、
ま
だ
成
仏
で
き
て
な
い
わ
よ
。

犯
人
が
ま
だ
捕
ま
っ
て
な
い
ん
だ
か
ら
」 

元
気
「
本
当
、
一
体
誰
が
春
雄
伯
父
さ
ん
を
殺
害
し

た
ん
だ
ろ
う
。
動
機
も
何
に
も
分
か
っ
て
な
い
ん

だ
ろ
」 

冬
美
「
そ
う
な
の…

…

。
本
当
、
あ
の
事
件
は
謎
だ

ら
け
よ…

…

。
通
り
魔
と
も
思
え
な
い
し
、
当
時

は
怨
恨
の
線
で
調
べ
て
た
み
た
い
だ
け
ど
、
そ
れ
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ら
し
い
人
は
浮
か
ば
な
か
っ
た
」 

隆
文
「
じ
ゃ
あ
、
や
っ
ぱ
り
虹
子
お
嫂
さ
ん
が
言
っ

て
た
、
内
部
の
犯
行
っ
て
こ
と
か…

…

」 

冬
美
「
だ
と
し
て
も
、
理
由
が
分
か
ら
な
い
」 

元
気
「…

…

」 
と
、
元
気
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
鳴
る
。 

元
気

「
（

電
話
に
出
て
）
も
し
も
し
、
玲
奈
。
今
？ 

家
に
い
る
け
ど
。
え
、
今
か
ら
？ 

分
か
っ
た
、

す
ぐ
行
く
わ
」 

冬
美
「
玲
奈
ち
ゃ
ん
、
何
か
あ
っ
た
の
？
」 

元
気
「
分
か
ん
な
い
。
す
ぐ
に
来
て
く
れ
っ
て
」 

康
孝
「
こ
ん
な
時
間
に
呼
び
出
す
な
ん
て
、
何
か
あ

っ
た
の
か
な
？
」 

冬
美
「
直
接
だ
っ
た
ら
、
明
日
学
校
で
も
良
い
の
に

ね
」 

元
気
「
と
に
か
く
、
行
っ
て
く
る
わ
」 

冬
美
「
う
ん
、
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」 

元
気
、
出
て
い
く―

―

訝
し
そ
う
に
見
送
る

康
孝
と
冬
美
。 

 



 70 

79

 

公
園
（
夜
） 

元
気
が
走
っ
て
や
っ
て
く
る―

―

ベ
ン
チ
に

座
っ
て
い
る
玲
奈
と
優
子
。 

元
気
「
玲
奈
ッ
」 

玲
奈
「
ご
め
ん
。
遅
く
に
呼
び
出
し
て
」 

元
気
「
ど
う
し
た
ん
だ
よ
、
優
子
も
一
緒
に
。
話
す

こ
と
が
あ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
別
に
明
日
学
校
で
も

良
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
」 

玲
奈
「
学
校
じ
ゃ
話
せ
な
い
こ
と
だ
し
、
何
よ
り
急

ぎ
の
用
だ
っ
た
か
ら
呼
び
出
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
」 

元
気
「
そ
れ
で
、
話
っ
て
何
だ
よ
？
」 

優
子

「
（

う
つ
む
い
て
）…

…

」 

玲
奈
「
そ
れ
が
さ…

…

（
と
優
子
を
見
る

）
」 

元
気
「
優
子…

…

？
」 

優
子
「
私
、
人
を
殺
し
ち
ゃ
っ
た…

…

」 

元
気

「
（

唖
然
と
）
え…

…

」 

 

つ
づ
く 


